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　朝方は雲の切れ目から、低い日差しが漏れていたが、昼近い今はどんよりと重い雪を孕んだ雲が、空一面に垂れ込めている。


　時おり強い風が通り過ぎ、パラパラと粉雪を赤い車のフロントフードに残して行く。


　今年の冬は例年よりも大雪で、スキー場から温泉郷までの一本道は両脇に除雪された雪が壁のようにそびえている。ところどころ、すれ違いのための待避壕が掘られて道幅が広くなっていた。


　左右の視界を遮る真っ白な壁は市内に入ると一気になくなり、見晴らしがよくなった。


　路面には温泉から湯が流されているので、積雪は無く、通行する車両はシャンシャンと橇の鈴のように軽やかにチェーンを鳴らしている。


　江森（えもり）五月（さつき）はホッと一息つき、ボルボのスピードを上げた。いくら雪国の安全神話といったボルボ・エステートでも、いくらぴっかぴかのスタッドレスを履いていても、豪雪地帯を運転する機会は今までの人生でそうなかった。出身地は神奈川で、入社してまだ四年だが、ずっと東京営業所勤務である。大学時代、自動車でスキーに行ったことはあるが、片手で数えるほどだ。そのため、スキー場近くのホテルから、この長野電鉄の終着にある温泉郷へと降りてくるまで、思ったより時間がかかってしまった。


　市内を走り、駅を目指す。


　昼の温泉街はなんとなく気の抜けた風情だ。夜になれば、歓楽街などもあるので、少しは活気づくのだろうが……特にこのシーズン、泊まり客は皆、ここを通り越してスキー場近くのホテルやペンションを目指すので、今は午睡に入っているようだと江森は思った。


　純日本風の温泉旅館の一画を過ぎ、土産物屋の立ち並ぶアーケード街を抜けると、駅前に出た。ロータリーを半周して、愛車のボルボを降車場に停める。エンジンキーを抜くと、くりっとした大きな眼を見開いて腕時計を確認する。


　ホッと溜め息をつき、真ん中分けの明るい色の髪をかきあげた。


「よかった……まだあと五分ある！」


　大事な恋人をもう少しで、寒い駅で待たせてしまう所だった……なにせ、昨夜は緊急手術にかりだされ、病院で夜明かしをしたあげく、朝イチの電車に乗ったと連絡があったのだから。


「浩司（こうじ）さん、トロイから、ぜったい病院から直行スタイルだよ」


　雪国仕様の厚手のオーバーなど、着てくるはずがない。最愛の恋人に寒い思いをさせるわけにはいかないのだ。


　最愛の恋人とは、製薬会社の営業マンである江森が担当している、私立Ｊ医大第２外科に所属する柴田（しばた）浩司という、若手の医師だ。


　なぜ恋人同士である２人が、この長野の雪深い駅で待ち合わせているのかというと、いささか複雑な経緯があるのだった。


　江森は一年前、前任者と交替して、東京近郊の私立Ｊ医大の担当となった。


　引き継ぎの日、第２外科の医局で柴田を一目見た瞬間から、恋に落ちた……。


　紆余曲折はあったが、二人は愛し合う恋人同士として、今はアツアツの同棲生活を送っている。同棲してもう十ヶ月程にもなるのだが、江森の熱は高まる一方だ。


　今も柴田の切れ長で艶のある眼、描いたようなすっきりした眉、通った鼻筋に細い華奢な顎、七三に分けた黒々とした髪などを思い浮かべると、ジンと下腹が痺れる。


　いつもは人を寄せ付けない冷たい美貎と噂される柴田が、自分の身体の下では淫らな表情を見せる……江森以外、誰も聞いたことのない甘い声で喘ぐ……そして、江森のモノを飲み込んで締め付ける、あの部分……どんなにヤッても、飽きることはなかった。


　が、何事も好事魔多しとはよく言ったもので、この十カ月間、江森はありとあらゆるライバル達を蹴落としてきた。


　経験豊富なプレイボーイだった江森とは反対に、柴田は江森と関係するまでバージン同然だった。元々柴田は幼馴染で同期の内科医・相沢和彦に中学の時から片恋していた。女性とは一、二度それらしきことを経験してはいたが、男性とは江森とが初体験である。


　それも当然だと、付き合って初めて江森はその理由を知った。


　何しろ柴田はただ一人を十四年間も想い続け、告白もできなかったという内気な性格の上、仕事は有能だが世間知らずで、特に色恋にはまったくトロい。自分が妖艶な美貎の持ち主ということにもまるで気づいていない。


　どころか、多少ネクラな性格と１７０㎝とさほど身長が高くないこともあって、自分は誰からも好かれないという妙な思い込みがある。そのため蜜に吸い寄せられるように男どもが群がってきてもてんで無防備で、江森が心配してもまるで意に介さない。


　江森とのセックスライフが充実しているせいか、このところ柴田のフェロモン分泌は大変なもので、ノンケの男だからといって油断はできないと江森は思っている。


　八月には新婚旅行を兼ねた夏休みをこの長野でとったのだが、その時も強敵が現れた。


　そのライバルを二ヶ月前、柴田の所属する第２外科の医局で目撃したのがことの始まりだった……。
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「今年はスキーにする」


「はあ？」


　江森五月は目の前の大月医局長にオウム返しで尋ねてしまった。


「いつもゴルフじゃ飽きるって、若い奴に言われてなー。ほら、きょうびは若手の言うことを聞かないと、すぐやめられちゃうだろ？」


　忙しい中、江森はある日、第２外科の医局長・大月に呼び出されていた。


　大月は三十代半ばの中堅で、そろそろ恰幅の良い管理職の風貌になっており、秋から講師に就任すると同時に医局長も兼任していた。


「教授はどうおっしゃっているんですか？」


　江森の問いに大月は肩をすくめて見せた。


「ま、たまにはスキーもいいだろ。医局長の役得だなあ、これぐらいの権力は行使したいよ」


　医局長などというと外からは権力者のように思われがちだが、実は医局の世話係だ。権限など、この程度である。


　江森は担当一年目で、医局旅行の幹事という大役をおおせ付かっていたのだった。


　ＭＲは本業の薬のセールスとは別に、こういった医者へのサービスもしなければならない。無論、江森一人では無理なので、もう一人、別の会社の田辺というベテランも幹事に選ばれていた。


　江森よりだいぶ年のいっている田辺は、スキーと聞いて仰天した。


「江森君、君にまかせる！」


「え？」


「私はスキーなんてしたこと、ないんだよ」


　接待ゴルフコンペの幹事はしょっちゅうだったが……。


「雑用はやるから、メインのホテルやなんかは、君、決めてくれ！」


「ハァ……」


　それからしばらく経って、十一月半ば過ぎのある日、もう師走も目の前という頃、やっと夕方になって空きの時間が取れ、江森は病院の隣に建つ研究棟へ向かった。


　五時をとうに過ぎ、研究棟にある医局へそろそろ医師達が帰ってくる時間である。昼間のあいだは、彼らは忙しく病棟や外来で働いているので、どうせ早く行っても会えないのだ。


　特に今日は柴田の所属する第２外科は大きな手術の入る日で、夕方も遅くならないとどの医者も手が空かない。明日の金曜日は定期医局会やら勉強会やらが夕方からあるので、やはりＭＲは医者達に合う時間が取れない。


　そのため、どうしても江森は今日中に医局長である大月と打ち合わせをしておかなければならなかった。そろそろ医局旅行のホテル予約を取らなくてはならないのだ。今日はめぼしいスキー場とホテルのパンフを取り揃え、大月に見せる予定でいる。


　軽く医局のドアをノックし、「失礼します」と声をかけ、中に入る。と、大月の上機嫌な声が響き渡った。


「そうだったのか、なーんだ、初めて聞いたよ！」


　所狭しと並べられたデスクと本棚の透き間をぬって、江森が眼をこらすと、デスクチェアに腰掛けた大月が、眼の前に立つ大柄な男と話している。肩幅の広い大柄な男は後ろ姿しか見えない。だが、この声には聞き覚えがあった。


「今日は新宿に用がありまして、上京したところだったのですが、柴田先生にお会いして是非、お力を借りた礼を申し上げたくてお邪魔させていただきました」


（え？）


　江森は耳をすませ、乱雑に置かれた屑籠やらチェアやらを避けながら進む。


「俺は……別に……何も」


　続いて柴田の声もする。


「ええッ？」


　大柄な男の影に隠れるようにして、緑色のオペ着に白衣を羽織っただけの柴田が立っていた。


　なんと、男の手はさりげなく柴田の腰に回されている。男はニッコリと横に立つ柴田の顔を見下ろして笑い「柴田先生は謙虚でいらっしゃいますね」と言った。


「アアッ」


　その横顔はまさしく今年の夏、信州に旅行したとき柴田と二人で泊まったホテルの桜井（さくらい）真人（まさと）　Ｇ（ジェネラル）　Ｍ　（マネージャー）であった。柴田はホテルのレストランで窒息しかけていた客の命を救った。桜井はその礼を言いに二人の客室を訪れ、顔見知りになったというわけだ。


　江森の眼は桜井の手が撫で回している柴田の腰に釘付けになる。


（あいつ……また！）


　その時柴田と江森は桜井に招待され、ゴルフコースを一緒に回った……もちろん桜井の狙いは柴田で、ラウンド中ヨダレを流さんばかりに柴田を眺め、ゴルフの手ほどきと称して、散々柴田の腰を触ったのだ。


（なんであいつがこんな所にッ）


「ホフマン＆フジ・ジャパンの江森ですッ、お早うございますッ」


　大声を出すと、足音も高く３人の前に進み出た。


「おう、江森君か。会社名が長くなって舌を噛むなよ？」


　大月が屈託なく笑い、迎える。


「あ」


　柴田はいつものようにプイと横を向く。この照れ屋の恋人は、病院で江森に出会うとわざとつれない素振りをするのだ。


（もうっ、浩司さんたら！　桜井の奴の手は振り払わないのに！）


　むかついて江森は桜井を睨む。


　すると桜井は素早く腰から手を離すと「お久しぶりですね」と、礼儀正しく頭を下げ、少し皮肉っぽくウィンクしてみせた。


「……ッ」


　半年ぶりで見る桜井は、今日は見慣れたフロントの黒服ではなく、ざっくりした英国風の明るいツィードのジャケットに、ショールカラーのついたエンジのカシミヤのセーターを合わせている。その下のシャツはホワイトで、大きく開いた襟元はベーズリのアスコットタイで飾られている。焦げ茶のパンツの折り返しはダブルで、栗色のモンクストラップを履いている。


　一歩間違えればキザと言われる所だが、ゴルフ焼けした浅黒い皮膚に彫の深い顔立ち、ギョロリとした暖かい眼に太い眉、長く伸ばしたもみあげという、派手な風貌にぴったりだ。ウェーブのかかった髪は丁寧に櫛が通り、もう四十を越しているが、くたびれた雰囲気はなく、華やかでまるでＴＶドラマにでてくる俳優のようだ。今流行の「ちょいワル親父」そのものと言っていい。


　自分の替えズボン付き三万九千八百円（サンキュッパ）のスーツとは大違いだと、江森はちょっと気後れしてしまう。


　その気持ちを読んだかのように、桜井は自信たっぷりな様子で、片手をがっしりした顎にやり、もう片方の手で肘を支え、「お変わりないようで」と江森をジロジロ上から下まで眺め回す。


「柴田先生は少し、お痩せになったようですね」


　また柴田の方へ向き直る。その視線をたどると、Ｖカットに大きく開いたオペ着の胸元に注がれているので、江森はまたしてもカチンときた。


　わざと柴田と桜井の間に身体を割り込ませ、「お話の所を失礼します。大月先生、ホテルのパンフをお持ちしました！」と大声を出し、ブリーフケースを開けてカラフルな写真の載った紙の束を取り出した。


「え？　ホテルですって？」


　桜井は馴れ馴れしく江森の肩に手をかけ、パンフレットを覗き込む。「失礼」と言って、胸のポケットから小さな金縁の眼鏡を取り出した。


「老眼鏡ですか？」


　江森はイヤミったらしく言ってやるが、桜井は動じない。「小さい字は苦手で」とにっこり笑う。


「今度、医局でスキー旅行に行くんだ。宿をどこにしようか、決めようと思ってな」


　大月はパンフを受け取ると、パラパラとめくり始める。


「スキーでしたら、私どものホテルを是非利用していただけませんか？　柴田先生にお力をお貸しいただいたこともありますし、お世話させて下さい！」


　桜井は喜々として話しかけた。


「ホテル前のゲレンデは初心者向けですが、他のゲレンデにもホテルからは送迎バスが出でおります。それもメルセデス・ベンツ社のリムジンですから、乗り心地は保証致します」


「ベンツ社のバスか……」


　医者は外車に弱いのだ。大月の心が動く……しかも、先程桜井は宿泊客の命を居合わせた柴田が救ったと言っていた……料金をサービスしてくれるかもしれない。上の者はまだ金回りの悪い若手の分も負担しなくてはならないのだ。


「予算的にはどうなんだ？」


「それはもう、十分、こちらのお礼の気持ちもこめて、勉強させていただきます」


「よし、じゃあ江森君、頼むよ、君達で話をつけてくれ！」


　大月はホッとした。出来れば雑用は少ないほうがいい。有能そうな桜井と体力のある江森二人で、進めてくれれば、それにこしたことはない。


　桜井の方としても一石二鳥であった。サービスと調度が気に入ってくれれば、リピーターになってもらえるかもしれない。冬のスキーシーズンも無論だが、ゴルフシーズンに金持ちの医者をfreequent customer（常　　連　　客）に迎えることができれば……経営者としては有り難かった。さらに個人としても柴田を自分のホテルに再び迎えられるなんて……赤ずきんちゃんを待つ、オオカミの心境である。


　夏に深夜のプールサイドで情事の最中の柴田を垣間見てから、桜井はすっかり柴田のトリコになっていた。戦略をたてつつも、目の前の大月にもセールスを欠かさない。


「うちのホテルは、スキーもいいですが、ゴルフもバッチリですよ、是非、ゴルフの時は、ご一緒に回らせていただきたいですね」と言う。


「スキーも指導員資格を持っていますから、初心者やお子様といらっしゃれば、手ほどき致します」


「へぇ……君はゴルフもスキーもいける口か。そういや、スイスのホテル大学を出たっていってたよな、じゃあスキーはお手の物だな」


「ええ、休みの日は、アルプスでスキーをしてましたから」


　聞いていた江森はゲンナリした。ゴルフでもシングルの腕前の桜井にはかなわないのに、これではスキーでもかないそうにない。自分はシュテムがやっとなのだ……あさっての方を向いていた柴田も、感心して桜井を見つめているようではないか……。


「柴田先生は？　スキーはおやりになるんですか？」


　桜井はまた柴田に話題を振る。


「……少し」


「それは楽しみですね。一緒に滑りましょう！」


　大月は手にしていたパンフを江森に返すと「じゃあ、打ち合わせ、よろしく！」と言い、立ち上がる。


「用があるから」


　椅子の背に掛けてあった白衣をひっつかむと、あわただしく席を離れた。


　腰を折って見送ると、桜井は江森と柴田を交互に見る。


「お時間がおありでしたら、食事をしながら詰めましょうか、柴田先生もご一緒に」と声をかけた。


「……俺はいいけど、お前は？」


「いいです」


　ブスッとして答える。柴田に桜井と同席するなとは言えない。なんにせよ、桜井と話はしなければならないのだ。不愉快なことは一度でたくさんだ。柴田に話しかける機会を桜井に与えないければいいのだ。


　だが江森の思惑とは正反対に、そのあとは散々だった。


　いつも二人で利用する寿司屋へ行ったのだが、カウンターにつくと桜井は「江森さんの隣の方が、便利ですから」と言い、柴田と江森との間に堂々と席をとった。なのに殆ど江森を見ようともせず、柴田の方へ身体を向け、話しかける。


「この日程ですと、木曜の夜出発して、金・土と２泊３日ですね、ウィークデイに、皆さん、休まれるんですか？」


　日程を記したコピーを目の前に広げた。


　柴田は刺し身をつまみながら「……うちの大学の麻酔科主催の臨床麻酔学会が、木・金・土とあるんです」と答える。


「え？」


　無論、医療関係者でない桜井にはなんのことか分からない。


「あ」


　自分の言葉が足りないと気づき、柴田は顔を赤くする。丁寧に「……麻酔科の医者はみんな学会に出るんで……木曜の午後と金曜は、緊急手術以外の予定手術はないんです。で、もともと土曜日は手術がないから」と説明した。


「成る程ー、手術室の定休日という訳ですな」


　桜井は納得する。


「平日はゴンドラもリフトも待ちませんから、それはいいですな。たっぷり、滑りましょう！」


　ニコニコしながら、柴田の肩をさりげなく抱く。一人でムスッと手酌していた江森は、おちょこを取り落としそうになった。


「桜井さんッ」


　大声を出し、目の前に手帳を突き付ける。


「予算はこうです！　それと、リフト券のサービスはありますか？」


「江森君、細かいところはうちのインフォメの者と相談して下さいよ」


　桜井はうるさそうに江森の手を払いのけた。


「……あ……でも」


　柴田が小さい声で言うので、桜井は「は？」と顔を擦り寄せる。


「……あの……江森の仕事だから……仕事の話、して下さい」


「わかりました、柴田先生がそうおっしゃるんでは」


　桜井は大袈裟に溜め息をつくと、江森に向き直る。キリッとした顔になった。


「明日、ＦＡＸかメールで予定人員と予算を知らせて下さい。それによって、宴会係とこちらで相談しておきます」


　さすが、仕事となると桜井は判断が早かった。


「客室はウィークデイですからシングルもダブルも、希望に添えると思います」


　手早く自分の電子手帳を取り出し、予約を確認する。室料を計算した。


「宴会費用でしょう、最終的には。酒を持ち込みとすれば、最上の料理を最低の料金で提供させていただきます。二次会は必要でしょうね」


「ええ」


　桜井は再び計算した。


「カラオケはサービスで。ここまではいい？」


　江森は焦ってメモし始めた。


「君の方のＦＡＸ番号とメアドを教えてくれ」


「ハイ」


　二人のテキパキしたやりとりを柴田はニコニコしながら見ていた。


（良かったな……桜井さんのトコに決まって）


　医局旅行の幹事は毎年大変なので、柴田は江森に決まったと聞いて、密かに心配していた。どういうわけか、桜井と江森は友達と誤解しているので、すっかり安心しているのだった。






　マンションに戻ると、江森はブスッとしてバスルームへ直行する。ザッとシャワーを浴びると、腰にタオルを巻いただけの姿でリビングに戻り、


「お先に」


　一言、言うとサイドボードに近寄ってブランデーの瓶を出す。柴田は驚いてそばに寄った。


「ど、どーしたんだ、お前……寿司屋でもスゲェ飲んでた」


　何も分かっていない口調なので、江森はヤレヤレと思った。


「浩司さん、僕、ヤキモチ、妬いてるんだよ、わかんない？」


　わざと恐い眼で睨んでやる。


「え？　誰にだ？」


　まったくもー、と江森はまた思う。溜め息をついて、柴田を抱き寄せた。


「あのＧＭさんにだよ」


「ええーッ？　なんでだ？」


「だって、浩司さんたら、あいつと楽しそうに話してたじゃないか」


　柴田は眼を丸くした。


「何、言ってんだ、お前？　ンなわけねーよ、あの桜井とは仕事の話、してたんじゃねーかよ？」


　こーいう人だから、仕方がないのだ……こういったトロさもいとおしいのだから……江森はソッと額に口づけると、


「もう、いいや」


　耳たぶを柔らかく噛むと、首筋に舌を這わせる。


「あ……ンッ」


　柴田の身体から急速に力が抜けて行く。


「今晩、シていい？」


「……あッ……ンッ」


　イエスの返事も待たず、江森は軽々と柴田を抱き上げる。


「だめ……俺、風呂……」


　弱々しく呻いて、両手で江森の胸を突っ張るので、いとおしくてたまらない。


「僕が洗ったげるよ」


「え……ッ」


　もう同棲してだいぶ経つのに、真面目で恥ずかしがり屋の柴田は、あまり一緒にシャワーを浴びたがらない。江森が求めれば拒否することはないが、自分から誘うことは滅多になかった。


　今夜もひどく恥ずかしそうに身体を強ばらせているので、優しく口づけを与えながら、バスルームへ運ぶ。全裸にすると、湯船に湯をはりながら、柴田を入れる。自分は外からハンドシャワーを使いながら、柴田の身体をスポンジで拭う。中心も秘所も、シャワーソープで丁寧に洗う。


　だがスポンジで擦るだけで、指は使わないので、しだいに柴田は焦れてきた。もうあの部分はしっかり、湯の中で立ち上がっていたが、江森は知らんぷりをして、首や肩を拭っている。


「五月……も……」


　柴田は上目使いに江森を見詰めた。


「シたい？　浩司さん」


　焦らしながら、江森は言う。


「も……ッ……イジワル……ッ」


　顔を真っ赤にして横を向くので、江森も我慢ができなくなった。ザバと浴槽から抱え上げ、ベッドへ運ぶ。濡れたまま、身体を重ね、手足を絡め合った。


「五月……愛してる」


「愛してるよ……浩司さん」


　何千回、何万回、繰り返し言っても、この言葉を口にするたびに、敬虔な気持ちになる……自分の気持ちを言い表すのに、これ程相応しい言葉もなく、またこれ程言い足りないと思わせる言葉もない。


「愛してる……ッ、五月ッ」


「愛してるよ、浩司さん！」


　唇を重ね、舌で吸う……求め合い、与え合っていった。






　液を放出すると、二人は繋がったまま余韻を楽しむ。


「ここんとこ忙しかったから、久しぶりだねー」


　同棲を始めたカップルとはいえ、まだ社会人としては駆け出しの二人の生活は忙しい。


　若手外科医の柴田が忙しい勤務に明け暮れるのは当たり前だが、江森にとっても入社以来初めてという忙しい日々が夏からずっと続いている。何しろ勤務している会社がドイツの製薬会社と合併するという一大変化があったのだ。


　江森は満足の溜息を吐くと、胸の中の柴田をゆらゆらと揺すってやる。


「ん……」


　柴田はうっとりと眼を瞑ったまま、江森の優しい愛撫を受け止めていた。


「お医者さんは忙しいからしょうがないけど、もっとしょっちゅう、こうやってゆっくりやりたいなあ」


「なに、言ってるんだよ」


　柴田は口を尖らせ、江森を仰いだ。


「最近はお前のほうが忙しいじゃないか」


　それでもすぐに「まあ、しょうがないよな、合併なんて大変なことがあったんだもんな」と自分で納得する。


　江森の会社と合併したのは「ホフマン製薬」というドイツの会社で、前年度に関西に本社を置く別の中堅会社を買収していた。


　元々日本の製薬会社は長崎や大阪で蘭学が発達したことと関係し、関西に本社のあるものが多い。その中で江森の会社は関東が本拠地で、業界のシェアも関東以北が主だった。それで全国にシェアを延ばすため、対等合併という形にすんなりとまとまり、江森の属していた会社名も一部、残ったのである。


　そういうわけで、「ある日上司がドイツ人になる」ということにはならなかったのだが、今まで取り扱っていた薬品に加え、新しい分野の薬品名も覚えなければならない。会社名の変更に伴い、製品パッケージの変更はもとより、生産ラインの組みなおし、得意先への説明、添付資料の改定など、仕事は山積みだ。江森達ＭＲは週末を返上して社内研修を受けているのだ。


「でもさー、やっと一段落ついたからね」


　江森は柴田の髪にキスを落とす。


「これからはうーんといっぱい、やってあげるよ？」


　笑いながら「そうだ、風邪とかひいて体力を落とさないよう、気をつけなくっちゃ」と付け加える。


　すると柴田は真面目な声で「そうだよ、インフルエンザの予防注射、しなくちゃ駄目だぞ」と言った。


「俺が射ってやろうか？」


「ええっ」


　江森は思わず腰を引いてしまった。繋がっていた身体は離れてしまい、柴田は「あっ」と声を漏らす。


「感じちゃったの、浩司さん？」


「バカッ」


　柴田は顔を赤らめ、江森を睨んだ。


「それよりお前、絶対射たなくちゃ、駄目だ」


　急性虫垂炎で入院したときの記憶が蘇り、江森は渋い顔になった。


「僕、注射、いやだなあ。痛いの、嫌いだ」


「バカ、医療従事者の義務だぞ！　そうだ、尻に射ってやるよ。尻だったら、あんまり痛く感じないんだ」


「ええーっ、本当なの？」


「ああ、保障する」


　柴田が保障するとまで言うなら、


「じゃあ、いいかな……」


　若いナースにお尻を見せるのは恥ずかしいけれど、恋人にならどうってことないと江森は思った。


　ふと連想が広がって、「ふーん、そうなんだー」と柴田の腰に手を伸ばす。


「そっか、お尻って痛くないんだ。浩司さんが太い注射、されても痛がらないのってそのせいなのかな？」


　クスクス笑いながらそのまま引き寄せた。


「ええっ、なんのことだよ？」


　柴田は真面目に問い直す。


「だから、僕の太い注射だよ。あそこにいっつも、白いの、イッパイ射ってあげてるじゃない」


「バ、バカッ」


　言っている意味がわかり、柴田は真っ赤になった。


「もうっ、全然違うよ！　そうじゃないって！　腕より尻の皮膚は痛点の数が少ないから痛くないんだ。皮下脂肪も厚いし」


　真面目に医学用語で反論する柴田は可愛くてたまらない、と江森は思う。


（ほんと、浩司さんたら、真面目なんだよな……）


　わざとからかってやる。


「そうかなあ？　だってあんな太いの、全然痛がらないじゃない、浩司さん。それどころか、もっともっとって言うもんね？」


　言いながら既にもう両足を開き、身体を割り込ませていた。細い腰を軽々と抱え上げると、後ろへ固くなっているモノを押し当てる。


「今、射ってあげるよ。痛くないからね？」


「もうっ」


　笑いながらも柴田は、受け入れようと自分から江森の腰に足を巻き付けていた。






　ホテルが決まったあとも、江森は色々と雑事に負われることになった。


　医局旅行の大義名分は医局員同士の親睦を深めることだが、要するに一年に一度の無礼講だ。他の病院へ出張中の医局員へもお呼びがかけられるので、参加人数を確認するのも一苦労なのだ。


  一月に入ってからは足しげく第２外科の医局に通わねばならなかったが、これは柴田に会う機会が増えるので大歓迎である。


　なんとか最終確認を取り、参加者リストが作られたのはもう一月末になっていた。


　次なる作業は部屋割りだ。ホテルの部屋はダブルが基本で、組み合わせもなかなか難しい。ベテランＭＲの田辺が江森に気配りのノウハウを伝授することになった。


　医局で待ち合わせ、机を借りて田辺は部屋の割り振りを始める。


「えっと、この先生とこっちの先生」


　時折、医師達が覗き込み、好き勝手なことを言う。


「いやだなあ、新井先生はいびきがすごいんだよ」


　名指しされた新井医師が机の向こうから「悪かったな！」と怒鳴る。


「もしいびきをかいたら、気管内挿管してやるから」


「ああ、勝手にするがいいさ！」


　怒鳴りあうので江森は「大丈夫ですか」と田辺に小声で尋ねる。


「別の人にするか、シングルにしては……」


　田辺は笑って、「大丈夫、あの二人はあれで気が合ってるんだ」と答える。


「へぇ……」


　別な医師がリストを覗き込み、「この二人は一緒にしないほうが」と助言する。


「えっ、どうしてですか？」


　助言した医師は声を潜めた。


「こっちの先生の息子さんは、私立の小学校に受かったんだけどさ、こっちは区立に決まったんだよ」


「へぇー」


　田辺は組み合わせの変更をしながら江森に目配せする。


「な、だから医局で作業したほうが色々情報が入っていいんだよ」


　どこかの喫茶店でやりましょうといった江森を、田辺は「いいから。医局でやるんだ」と取り合わなかったのだ。江森は感心して田辺を見つめた。


「さすが、田辺さん！」


　次に自分たちの部屋を田辺は割り振る。


「我々は三階と四階に別れ、このシングルだ。ロビーよりの階段に一番近い部屋が、雑用を言いつけられたとき便利なんだ」


「はい」


　江森はさりげなく自分の隣のシングルに柴田の名を書き込む。


　さすがに一緒の部屋には泊まれないが、


（隣なら、夜這いに便利だもんね）


　二人が一緒に休暇を取って旅行出来ることなど、そうはない。医局旅行だろうがなんだろうが、チャンスは十分活用するつもりでいる。これぐらいは幹事役のご褒美として、特権を行使しようと固く心に決めていた。田辺は特に疑問も持たず、「そうだな、柴田先生は一人部屋のほうがいいだろう」と納得する。


（ようしッ）


　江森は期待に全身が熱くなる。


　最終参加者リストに坂口（さかぐち）利之（としゆき）の名が入っていなかったことで、江森はホッとしていた。


　坂口利之は今年二年目の研修医で、夏に２外を回った時、一ヶ月ほど柴田の指導を受けた。それ以来、柴田に惹かれているのだ。江森には公然と宣戦布告もしている。いわば、柴田の初恋の人・相沢和彦に継ぐライバルだ。さらにその上、相沢によく似た風貌なのが江森の気になるところだった。


　相変わらず柴田のほうは「単なる後輩」としてしか坂口を認識していないのだが。


　その坂口は十月から第１外科で研修しているので、今回の医局旅行には参加しないというわけであった。


（お邪魔虫はいないんだ！　バッチリ楽しむぞ！）






　旅行の当日江森は、朝早く車で目的地へ向かった。


　桜井のホテル、「リゾートイン・信州」は長野オリンピックを契機に建てられたホテルだ。低層の四階建てに目の前はなだらかなファミリーゲレンデである。本格的コースへはバスで行かなければならないが、立地はよかった。


　ご一行は夕方、貸切バスで病院を出発し、ホテルに到着するのは十時過ぎの予定である。もう一人の幹事の田辺が同行することになっており、江森は前もって、部屋の確認からリフト券の準備、宅配した荷物の確認などの役割を担っていた。


　ホテルに付いてからは、各人の部屋にスキー板や荷物を運び込んだり、ホテル側と料理の打ち合わせをしたりと忙しい時を過ごす。


　それでもあと数時間すれば、柴田に会える……。


（今夜は……朝まで）


（たっぷりと……）


（雪景色を眺めながら、ロマンチックに……）


　ご褒美（ニンジン）は目前である。ゲートが開いた瞬間に猛ダッシュする準備は整っていた。


　ところが、予定時刻に到着したバスの一団の中に柴田の姿はなかった。ルームキーを一人一人に手渡しながら、江森は必死で首を巡らす。だがやはり乗っていない。


　すると一番あとから降りて来た大月が「あ、柴田は明日、合流するって」と江森に声をかけた。


「ええッ！」


「ちょっと急患がはいっちゃってな、緊急オペになったんだ。でも、指導医（オーベン）が残るって言ってたから、朝イチの電車で来るそうだ」


「え……」


　全身の力が抜けそうになる。しかしひどく落胆するのも変なので、ニッコリ笑顔を作り「朝食は七時からだそうです。バイキングスタイルですから」と皆に声をかけて回った。


　唯一、慰めになったのは、やはり浮き浮きとロビーに出迎えた黒服姿の桜井の、がっかりした顔を目撃したことだった。


（やっぱ、狙ってるんだ、浩司さんのこと！）


　睨みつける江森に気づき、桜井はまた片目を瞑って見せる。


「お互い、待ち人来らず、ですな」


　あいづちを打つわけにもいかず、プイと顔を背ける江森に、桜井は「若いな」と苦笑してしまう。


　桜井にしてみれば、犬のように喜怒哀楽のハッキリしている江森をからかうのは結構楽しかった。


（こいつにシッポがあったら……）


　柴田の顔を見るたびに、ちぎれるように振るに違いないと、がっくりと肩を落とした江森の背中を見ながら思った。


　四十過ぎまで仕事が生きがいだった桜井は、女も酒もスポーツも、それなりに味わってはいた。だが情熱の大半はホテル業界での出世レースに向けられていた。


　今、外国企業のフランチャイズというシステムではあるが、まがりなりにもＧＭという地位にたどり着き、ある程度の目標は達成している。更に望めばランクの上のホテルへのステップアップも可能であった。


　これまでの桜井であれば、より仕事に励み、大きな売上目標を達成しようと考えるところだ。


　しかし江森と柴田のカップルに出会ってから、桜井の考えはいささか変わって来ている。仕事は出来て当たり前であるが、男にとっての人生とは、と考えるようになっていた。


　若き日の情熱を仕事に注いだことに悔いはないが、そしてたっぷり遊びも経験はしたが……全身全霊を込めて、一人の相手を愛する人生も悪くはないと思うようになっている。


　フロントロビーから客室の方へと戻っていく江森に視線を注ぎながら、桜井は心の中で羨ましさを隠せない。


（あんな若僧が羨ましいなんてな……）


　なにやら考え込む様子に、小柄で丸顔のアシスタントマネージャーが心配し始めた。


「桜井さん、何か、トラブルでも？」


「あ、いや」


　桜井は我に帰り、にっこりする。


「それより、明日は頼むよ、急にオフを取って悪いが」


「とんでもありません、ゆっくり楽しんでください！」


　ホテルの上階に設けられた執務室に引き取ると、桜井はホームバーからブランデーの瓶を取り出した。


　柴田がバスで到着していれば、「私の部屋で酒を飲みながら雪の降るのを見ましょう」と誘うつもりだったのに……。


（残念なことをした）


　グラスを片手に、窓から外の雪景色を眺める。


　もうゲレンデの照明は落とされ、雲間からさす月光の中、雪の重みで項垂れた木々が斜面に長い影を落としている。視界の中で動くものは何一つなく、ドイツロマン派の絵画のようだ。


　物寂しさに桜井は窓辺を離れ、執務机へと戻った。


　三十畳ほどの執務室はイタリー製の家具で飾られ、壁にはウォーホールの版画がかけられている。アメリカにいた時、どうしても欲しくてローンを組んで買った。


　上等な調度品に、上等な酒、展望の良い部屋……すべて実力で手に入れたものだ。


　だが一番大事なものがここには無かった。


　振り返ってみれば、と桜井は思う。


　五年前ワーコホリックの自分を捨て、子供を連れてアメリカに帰国した妻の顔を思い浮かべる。妻はヴァニアという名のヒスパニックが半分入ったブルネットの美女だった。同じ職場での気の合う友人同士として付き合いが始まり、それが恋へと発展したものだった。初めは確かに愛し合っていたが……お互いを思いやる気持ちを欠いていた。たとえ仕事が忙しくても、関係を修復する努力を怠らなければ、こういう結果にはならなかった筈なのだ。


　だが、と桜井は思い直した。


「最近の科学によると、恋愛はとどのつまり、自分の遺伝子を残したいという本能に過ぎないらしいな」


　だとすれば、自分はすでに遺伝子を残したわけだから。


「これからは自然の法則に従う必要はなく、何をしてもいいってことだ」


　そしてゲイカップルは子孫を残せないのだから、ゲイの恋愛はもしかしたら真の愛なのかも知れない。


　あの江森と柴田のカップルはお互いへの思いやりに溢れている……それは見ていれば分かるのだった。


「遺伝子と切り離された真の愛か……」


　桜井はブランデーを飲み干すと、グラスを置く。執務室の隣にあるベッドルームへと引き上げた。


　シルクのタキシードを脱ぎ、タイを外す。今日は獲物はいない……ゆっくり、明日に備えて休もうと思った。


　明日は朝からオフにしてある。丸々一日、柴田にベッタリ寄り添い、蜜を吸う機会を窺うつもりでいる。久しぶりに若いころのような情欲が、腹の底から沸き上がるのを感じた。






　翌朝、江森は預けておいた車のキーを受け取りに、フロントへ顔を出した。


　するとブルーグレーの丸首のシェトランドセーターに、黒いパンツという私服の桜井が立っている。キーボックスから江森のキーをジャラジャラと音をさせながら取り出し、驚いた風で眺めながら、こちらへよこす。


「なんです、このライトは」


　キーホルダーに、小さなペンライトがついているのだ。


「暗いところでも、すぐキーを入れられるようにつけてるんです」


　１秒でも外で柴田を待たせないようにと、つけたのだ。


「え？　キーレスエントリーじゃないの？」


　バカにした口ぶりに、江森はちょっとムッとする。


　キーレスエントリーならわざわざキーを鍵穴に差し込んで回す手間が省けるのだが、盗難防止という点で問題がある。まれに誤作動を起こし、別のリモコン機械で開いてしまうことがあるのだ。盗難グループなどでは、そのために特別のリモコンを持っていることがある。今どきでは標準仕様になっているが、盗難の多い国ではわざわざつけない場合もあった。


　合併した相手会社はさすが厳格なドイツだけあり、特にうるさい。ＭＲの営業用車には試供品などの薬品を積んでいることも多いので、万一の盗難に備え、リモコンではなくてマニュアルでロックすべし、という社命が出ているのだ。その上、振動でサイレンが鳴る装置も義務づけられているという徹底ぶりだ。


　そういったわけで合併後に前のミラージュからボルボに買い換えた江森は、最初からキーレスエントリーの装備を外していた。


「ちゃちな車に乗ってるんじゃないのかね？」


　桜井の挑発に江森はむきになって反論する。


「いいえ、ボルボですから」


　桜井は笑いながら肩を竦め、「まあボルボなら許せるな、柴田先生を迎えにいくのに」と言った。


「柴田先生は大事な人だから、私がゲレンデワーゲンで迎えに行くつもりだったんだが」


　桜井が事もなげに続けたので、江森はまたムッとした。


　メルセデス・ベンツ社のゲレンデワーゲンは、オフロードの最高級車だ。車好きの江森の憧れでもあった。だが車のコトや服のコトでいじける自分が情けなくなる。


（それに、浩司さんはそんなコトで人を判断しないんだから……）


　ちょっと反省する。「行ってきます」となるべくトゲトゲしくない声でと気を使いながら言い、フロントを後にして駐車場へ向かった。







２




　私鉄の駅舎は三角屋根の山小屋風で、レトロな雰囲気を漂わせている。
　江森はボルボから降りると粉雪の吹き付ける中、急いで駅舎へと走る。


　ちょうど電車が着いた所で、改札の混雑の中に柴田の小柄な姿を見つけた。


　スキー板やスノボーの板をかつぎ、キャスター付きのバッグを引くダウンジャケット姿の若者達の間に、まるで場違いといった格好で、バーバリのトレンチを着込み、スウェードのローファーを履き、襟元は寒そうに手袋もはめずに素手で絞っている。俯き加減に、人混みに揉まれながらまっしぐらにこちらへ向かっていた。


「浩司さん！」


　大声を出すと、顔を上げ、微笑む。ハラリと額に幾筋かの毛が落ちた。


「浩司さん……」


　改札を出た所で、二人は向き合い、立ち止まる。


「よかった……すぐ会えて……」


　人目があるので抱き締められなかったが、江森は巻いていたカシミヤのマフラーを外し、柴田の首に巻き付けた。柴田からクリスマスプレゼントに貰ったものだ。


「寒いでしょ？」


「……あったかい」


　はにかんだように小さく言うと、柴田はマフラーの中に顔を埋める。


「……お前の匂いがする」


　ほんの少し会えないでいただけなのに、胸の中から熱い想いが溢れ出す。


「浩司さん……」


　近寄って肩を抱く。


「も、いこう？」


「……ん」


　ソッと身体の陰で指を絡ませた。






　ホテルに着くと、江森はキーを受け取って自ら柴田を部屋へ案内する。


「僕の部屋の隣なんだよ！　夜、コッソリ来られるように！」


　得意そうに言うので、柴田は顔を赤らめた。


「……おッ……お前はッ」


　プイと横を向くが、小さい声で「……見つかんないよーにしろよ」と言うので、江森はいとおしくてたまらない。


（部屋に行ったら、一回、シよッと！）


　自分のテクならほんの五分もあれば、柴田を達かせることが出来る……あの時の甘い声が聞きたくてたまらなくなってきた。


「さ、急ごう！」


　嬉々として自分の手を引く江森に、柴田は怪訝な顔になる。


「なに、急いでるんだよ」


「いいから、さあ！」


　客室は夏に訪れた時と違ってシングルだったが、アメリカに本社をおくホテルチェーンのフランチャイズなので、ベッドはビッグサイズだ。パステルカラーを基調とした、モダンな柄の絨毯も壁紙もそのままだが、ベットカバーはキルトに変わっている。壁には以前あったリトグラフの替わりにノルディック柄のタペストリーが飾られており、北欧の雰囲気に溢れ、スキーシーズンにピッタリだ。


「へぇ……随分感じが違うんだな」


　窓の外にバルコニーはないものの、天気がよければ遠くアルプスも望める。残念ながら先程から天候は悪化して来ており、山影は霧のような雲に隠れ、窓には粉雪が渦巻いている。だが部屋の中は空調が程よく効き、応接セットのテーブルの上には、水盤に雪割草が生けられている。その隣には、アイスバケットにシャンパンが冷えていた。これは他の部屋にはなかったものだ。柴田への特別サービスに違いないとまた江森はムッとする。


「すげぇ……サービス、いいな」


　嬉しそうに柴田はテーブルに近づく。ふいにノックの音がして「失礼します」と声がかけられた。


　柴田が扉を開けると、ゴールドウィンのモーグル用ワンピースウェアに身を包んだ桜井が入って来た。ワンピースといっても上下で紺と白に別れていて、ウェストラインは高く、すっきりとしたシルエットだ。首にはポルシェデザインのサングラスが、シルバーのチェーンで下げられている。


「お待ちしておりましたよ、柴田先生、是非一緒に滑りたくて、今日はオフにしてあります」


　江森のムカツキは最高潮だ。これから、イッパツやろうと思っていたのに……！


「ん」


　柴田はいそいそと運び込まれてあったバッグから、スキーウェアを引っ張り出す。直ちに着替え始めるので、江森はあわてて「浩司さん！」と言うと、桜井を振り返り、キッと睨んだ。


「着替える間、外に出てください」


「いいですとも」


　桜井はニヤつきながら、江森に「君は着替えなくていいの？　おいてっちゃうよ？」と言う。


「そーだよ、お前も部屋、行って、着替えてこいよ」


　仕方なく江森は連れ立って桜井と部屋の外へ出た。自分の部屋に飛び込むと、焦って買ったばかりのデサントのウェアに身体を突っ込む。ヒートナビを裏地に使った今年流行りのスタイルだ。シルバーのルーズパンツに白と銀のリバーシブルジャッケトで、黒いピッタリした毛糸の帽子を被り、サングラスをさす。ファッションから入るタイプなのであった。


　バタバタとまた外へ出て、柴田の部屋の扉をガンガン叩く。


「浩司さん、開けてよ！」


「……なんだよ」　


　不審そうに柴田が現れた。もうきちんとサロモンのホワイトの上下に、黒いベストを重ね着している。


「もう着ちゃったの……」


　ガッカリして江森は溜め息をついた。


「……なんだよ、それ」


　柴田はキーをロックすると、「行くぞ！」と歩きだす。


「ちぇーッ」


　着替えを手伝うと称して、触りまくるつもりだったのに。


「……お前……悪いこと、考えてたんだろ」


　柴田が振り返って睨んだ。


「みんなもいるんだし、夜までお預けだからなッ、約束、しろッ、それに浩司さんって呼ぶな！」


「……はい」


　エレベーターでフロントロビーへ降りると、桜井が待っていた。


「送迎用のリムジンの時間まであと二十分ありますが、時間がもったいないですから、私の車でいきましょう」


　玄関の車寄せに、シルバーグレーのゲレンデワーゲンが停まっており、ドアボーイがドアを開けて待っている。キャリアには既にスキー板も取り付けられていた。


「さあ、どうぞ」


　柴田の手を取って歩き出す。


「じゃあ、僕がボルボを出しますよ」


　ムッとして江森は柴田のもう片方の手を掴んで引き留めた。


「スタッドレスではスキー場までは無理ですよ。私の車にはチェーンが撒いてありますから」


　柴田はあいだに入って困惑気味だったが、江森に「チェーンの方が、危なくねーんだろ？」と尋ねる。自分は運転免許を持っていないので、詳しいことは分からないのだ。


「そりゃそうだけど……スタッドレスだって大丈夫だよ」


「どっちでもいいけど、もう、スキー板も積んじゃってるし……」


　柴田は探るように江森を見詰める。


「浩司さんがいいなら」


　仕方なく、江森は譲歩する。


「じゃあ、送ってもらいます」


　車へ向かう時、柴田はソッと「行きだけだから、帰りはリムジンで帰ってこような？」と江森に囁いた。


「お前、雪道、慣れねーんだろ、俺、心配だから……」


「浩司さん……」






　助手席に柴田を乗せると、桜井がサッサと運転席に乗り込むので、江森は急いでリヤシートに飛びこんだ。この男だったら、自分を積み残しかねない。


　ホテルから雪道へと乗り入れ、桜井は慣れた手つきでハンドルを操る。


　ゲレンデワーゲンは車高が高いので、まるで小型バスに乗っているようだ。外の景色を柴田は面白そうに見下ろす。あいにく吹雪き始めていたが、路面はまだ凍っておらず、車はスムーズに進んだ。


「この車、面白いね」


　柴田はリヤシートの江森を振り返った。江森も運転しているのが桜井でなければ、十分楽しんだに違いなかった。


　オフロード車は星の数ほど走っているが、ゲレンデワーゲンに乗車する機会は滅多にない。さすが、メルセデス・ベンツ社製だけあって、エンジン音はほとんど聞こえない。パネルはウッドで、シートはむろん総革だ。


「柴田先生は、どんな車にお乗りですか？」


　桜井は得意げにハンドルを握りながら尋ねる。


「ＢＭですか？　それとも、アウディ？」


　医者は外車が好きなのだ。


「俺、免許ないんです、車のこと、全然知らないし」


　名前とスタイルぐらいは知っているが、構造となるとまるでダメだ。


「ええッ」


　医者といえば派手に外車を乗り回すというイメージがある。それが車の免許も持っていないなんて……桜井は驚いて柴田の顔を盗み見る。だがこの何か、世間一般の価値基準からズレた所にいる柴田らしいと、桜井は納得した。


（それでこそ、柴田先生かもしれないな……）






　スキー場に着くと、桜井はスキー板をキャリーから降ろす。


「え？　これ、俺のじゃない」


　見慣れぬ板に柴田は戸惑った。いつも使っている長いものではなく、１ｍ程度で少し幅の広い板だ。オールラウンドタイプより両端が幅広くなっていて、外縁は大きな弧を描いたような形をしている。


「先生、これが最近のトレンドのカービングスキーですよ。ここのサイドカーブがきつく出来ているので、エッジが斜面からずれないんです。靴に合わせて調整しておきましたから、ぜひ試してご覧なさい。私も先シーズンから始めましたが、やみつきになりましたよ」


　桜井は得意そうに説明する。確かに桜井の手にしている板も短い。


「初心者でなければ、すぐに扱いになれますから。こつは私が伝授致しますよ」


　少し不安げな顔の柴田に、急いで桜井は付け足す。柴田は納得という顔になった。


「ああ……そう言えばカービングって聞いたことある」


「短いのでターンも簡単だし、それでいてスピード感も従来通りなんですよ。ショートスキーと今までのとのいいとこどりなんです」


　江森の方は以前と同じタイプの長い板で、いかにも仲間はずれにされた印象だ。江森はむかついたが、なんにせよ自分は初心者だ。いきなりカービングを履いてもきっと滑れないだろうと自分を慰めた。


「お前、それでいいの？」


　柴田が心配そうにこちらを振り向くので、江森はちょっと胸がきゅんとした。


（浩司さん……僕のこと、心配してくれてんだ！）


　桜井に勝ち誇ったような目を向けつつ「僕はこっちのほうが慣れてるから」と答える。


「でもさあ、浩司さんが慣れてきたら教えてくれる？」


「じゃあ、行きましょうか」


　桜井は話を打ち切るとゴンドラ乗り場へと歩き出した。


「まず、てっぺんまで上がりましょう」


「ちょっと待って下さい」


　柴田は心配そうに江森を見上げる。


「お前、ついてこられるか？」


「大丈夫ですってば」


　江森は必死で答える。桜井と柴田を二人にするなんて……ライオンの檻にウサギをほうり込むようなものだ。いや、熊の穴に蜂蜜か……。


「江森さんは初心者ですか？」


　聞き付けて、桜井が振り返る。


「私達はてっぺんまで行きますけど、君は途中のファミリーゲレンデにしといた方がいいんじゃないかな？」


「大丈夫です！」


　いざとなったら、直滑降で降りようと、江森は決心した。


　幸いなことに、頂上のゲレンデは比較的斜度の緩いコースであった。広い斜面の片方の端は、モーグル用のコブ状だったが、それ以外は奇麗にならされていて、両端には白樺が植えられている。スノーボードを操っている若者達も多かった。　ゴンドラから降りると、桜井は手早くスキー板を履き、何くれとなく柴田の支度を手伝う。


「あの……大丈夫ですから」


　柴田が言うのを意に介さず、


「ここは滑りますから」


　流れ止めをロックしている間、両手で腰を支えてやったりするので、江森は自分の足元に眼を注いだり、柴田たちを監視したりと、眼が回りそうだ。なんとか江森が板を履くと、桜井はサッサとゲレンデへ向かった。


　ゴンドラの降車場近くの斜面は、初心者たちがおぼつかない板さばきで群がっている。


「あっちの斜面へ出ましょう」


　桜井は空いている場所を目指し、きれいな斜滑降で滑り始める。柴田もあとに続くので、江森は焦って板を進めた。二人ともスピードを増して、江森の視野の中であっと言う間に豆粒のようになってしまう。


　急いでストックで漕ぐと、思いのほかスピードが出、山側にスキーの先端が向き、エッジが斜面からはずれる。アッと思った瞬間、転倒していた。


「イテテ……」


　もともと体育会系で、スポーツは得意だ。スキーも数回、やっただけですぐ上達し、それなりに格好はついていたのだが、やはりシーズン初滑りというと、どうも勘が戻らないようだ。


　起き上がろうとジタバタしていると、柴田が振り返り「大丈夫か！」という声とともに滑って来た。ストックを江森に差し出し「つかまって」と言うが、デカイ江森をなかなか引き起こせない。


　桜井は「ヤレヤレ」と二人を見ていたが、柴田が難儀をしているので、江森の谷側に滑り降りる。


「ハイ」と、腕を抱え、江森を立たせた。そのついでに「江森君、スキーは足首と膝ですよ。君はどうも腰を振り過ぎるねー」と囁いてやる。


「腰を振るのは、アッチの時だけにしときなさい」


　江森はムッとして桜井を睨んだ。何か気の利いたことを言い返したかったが、頭が回転しない。ようやく「僕は若いから、腰を使うのが好きなんですッ、年寄りはその機会がないでしょーけど！」と小声で言い返した。


　桜井はクックッと笑い続ける。


「なんだ？　どしたんだ？」


　柴田は二人が楽しく話をしているとまた思い込み、興味を示して近づいた。


「なんでもありませんよ、こっちのことで、ね？　江森君？」


　桜井は江森にウィンクをし、「さ、行きましょう」とまた滑り始めた。


「平気か？」


　柴田が心配そうに見詰めるので、江森は「先、行っててよ」と言う。


「僕、一人であとから行くからさ、浩司さん、気にしないで滑ってて」


「そうか？」


　まだ心配そうにしているので、ちょっと江森はプライドが傷ついた。


「平気だってば、行ってよ！」


「じゃあ、行くよ……」


　江森の大声に押されるように、柴田は滑り出した。


　二人が滑って行ったあと、江森はマイペースで滑り始めた。


　どうも一緒に滑っていると、桜井と柴田のことが気になって集中出来なかったと見え、一人になると、意外にスムーズにターンが出来る。桜井が「膝と足首」と言ったのを思い出し、膝を柔らかく屈伸させるようにすると、更に上手く滑れるようになった。


　なんとかリフトまで降りてくると、桜井と柴田は既に二人並んででリフトに乗っていた。


「浩司さんッ」


　江森も慌てて列に並んだ。






　柴田は久しぶりのスキーを楽しんでいた。


　残念ながら天候はあまり良くなく、ゴーグルから出ている頬や唇には、スピードを上げると粉雪が吹き付け、痛い程だ。だがかえって身を切るような寒さは、都会の冬では経験出来ない季節感といった所で、いっそ心地よい。


　絶え間なく降り続ける雪は音を吸収し、周りの騒音も柔らかい布を通して聞いているようで、一人孤独の世界に浸ることが出来た。


　今シーズン初めてだが、すぐにいつもの勘を取り戻す。


「カービングスキーって初めてだけど、わりといいな……」


　先程桜井に「ロングスキーより膝を深く倒すといいですよ」とアドヴァイス受けた。「カービング」のネームは「曲がる」の「ＣＵＲＶＩＮＧ」ではなく、切り分ける・刻むという意味の「ＣＡＲＶＩＮＧ」だ。


　その名前の通りで、カーブの内側に向かって深く膝を入れるとエッジが深く立って、斜面をえぐるような鋭いターンがスムーズに出来る。


　それに加えて板が短い分、よりターンがしやすい。小柄な身体にはぴったりとも言える。


　数本滑り終わって、リフトの列に並ぶと、ちょうど江森がパステルピンクのスキーウェアを着た女性と、並んでリフトに乗ろうとしていた。


　江森はサングラスを上げて、優しく女性に微笑みかけながら、リフトのバーをしっかり支え、女性を座らせてやっている。女性は遠目に見ても愛らしく、長い茶髪で、ピンクの口紅をさしていた。


　リフトが動き出すと、女性は後ろに並んでいた友人達に、江森に分からないようＶサインを出した。


　柴田の胸の奥がキリキリと痛み始める。


（俺……バカみてー）


　江森が自分を熱烈に愛しているのは分かっているのに……でも……。


（俺と違って、五月は女だってオーケーなんだもの……可愛い女のコと滑りたいよな、男だったら普通……俺となんかじゃなくて）


　邪険に「先、行って！」と　言われたことを思い出し、鼻の奥がツンと痛くなった。俯いて立ち尽くす。


「柴田先生、どうしたんです？」


　振り向くと、桜井が心配そうにこちらを見ている。


「あ……なんでもないです」


　ゴーグルの陰で表情は分からなかったが、柴田が身体を固くして、リフトに乗った江森と若い女性の二人をじっと眼で追っているのはさっきから知っていた。


「先生……」


　桜井は近寄って、さりげなく柴田のゴーグルを上げる。


「え？」


　こちらを見上げる柴田は、なんだか一番大切なオモチャを壊してしまった子供のように悲しげだ。その頼りなさに桜井は胸が久しぶりにきゅんとする。


（うーむ……守ってあげたくなるんだな、この子は……）


　桜井は人目がなければ唇を奪っていたろうと思った。


「先生、一緒にリフトに乗りましょう」


　明るく声をかけ、肩を抱く。


「……はい」


　柴田は大人しく桜井に身体を寄せた。


（ヤレヤレ……まったくこのコネコちゃんは……）


　柴田の心の弱みに付け入るのは簡単なことだと、桜井は思う。江森がいかに女にモテるか吹き込み、疑心暗鬼を植え付けてやればいい。そうすれば動揺を誘い、隙に乗じることが出来るだろう。


　恋の手練手管を熟知している自分にとって、柴田相手では赤子の手を捻るようなものだ。だが……。


（そりゃ、男の道にもとるってもんだ）


　柴田をモノにしたいのは山々だったが、傷つけたくはなかった。


「先生はスキーがお上手ですね？　水泳がお得意ときいていましたが」


　当たり障りのない話題を振る。


「俺……中学・高校と、友達の家族に連れられて、スキー、行ってたんです」


　柴田はボソボソと答える。


「スキー、ほんとに久しぶりだけど、小さい時、やってると、カラダ、覚えてますね」


　そのカラダを味わいたいと、桜井は股間がムズムズした。






　何本か滑るうちに、江森はなんとか勘を取り戻してきた。


（これなら、あいつに腰を振り過ぎるなんて、バカにされなくてすむ！）


　だが下まで降りて、ゲレンデを見上げると、桜井は優雅にモーグル用斜面を滑っていた。時折、コブを利用して空中に飛び出し、雪煙を上げて着面する。


「スゴイなー」


「え？」


　急いで振り向くと、いつのまにか隣にいた柴田が、感嘆の声を出した。ゴーグルを外して首にかけ、雪が眼に入らないように手でひさしを作って見上げている。


「さすが、ヨーロッパ仕込みって感じだよな」


　江森があいづちも打たずにブスッとしているので、柴田は少し心配そうに江森の顔を覗き込んだ。


「お前も結構、滑れるじゃん」


「いっぱい、転んだけどね」


　確かに腰から下は雪まみれだ。


「あんまりスピード、出すからだよ」


「……だって、浩司さんたら、待っててくれないんだもの」


「ええッ」


　柴田は大声を出す。


「さっき、先に行けって言ったくせに」


「違うよォ、先、行ってって言ったのは、僕が足手まといになっちゃうと思ったから……」


「そうだったのか……」


　自分と滑るのがイヤで言ったのではないと分かり、柴田はホッとする。


「下で待ってて欲しかったんだよ、僕」


　さっきも一緒に上がったのに、柴田はあっと言う間に雪を巻き上げて降りていってしまった。


　やっとの思いで江森が下に着いたとき、柴田は桜井とまたしても一緒にリフトに乗っていた。ここのリフトはダブルなので、頂上に着くまで、柴田は桜井と二人っきりでいたのだ。


（きっと、「寒いでしょう」などと言って、肩を抱き寄せたり、手を摩ったりしたに違いない！）


　それは実は、自分がやろうと思っていたことなのだが。殆ど嫉妬妄想といった状態である。


「リフト、他の男と乗っちゃダメだよッ」


　江森はキッとした口調で宣言する。


「なに、言ってんだよッ、ここ、二人乗りだぜ、一人で乗ったら怒られちゃう」


「でもダメだよッ、乗ってる間、ヤらしいこと、言われたり、手ェ握られたらどうすんのさッ」


　江森の嫉妬がまた始まったとやっと分かり、柴田は呆れて天を仰ぐ。嫉妬自体はいやではなかった。江森に嫉妬されると愛されているという実感が湧くのである。が、たかだかリフトのことで、嫉妬されても困る。


「……じゃあ、女とならいいのか？」


　江森はちょっと考える。柴田は女には全く欲情しない……でも……かわいい女の子と綺麗な顔の柴田のツーショットは……人目を集めるに決まっている。柴田は誰にも見せたくないのだ。


「やっぱ、ヤダ！」


　駄々っ子のようにスネる江森に、柴田はクスクス笑い出す。


「解ったよ、お前とだけ、乗るから」


　柴田の方としても、デサントのニューウェアをピタリと着込み、黒い毛糸の帽子から明るい色の髪をはみ出させ、サングラスをかけた背の高い男が、女達の注目を集めているのは知っていた。


　滑りはいまいちだったが、リフト待ちの時、背筋をピンと立て、カーボンストックを小わきに挟み、サングラスを上げているところなど男ぶりの良さは抜群である。


「あのヒト、かっこいーじゃん」


　などという声が耳に到達すると、胸が締め付けられるように苦しくなる。先程、江森と一緒のリフトに乗った可愛い女性が「やったね！」というＶサインを後ろの女友達に送っているのを目撃し、胸が激しく痛んだことを思い出した。


「お前も俺とだけ、乗るんだぞ？」


　少し、近づいて手を握った。


「浩司さん……」


　雪の中でなかったら、その場で「アオカンしようよ」と囁いたかも知れなかった。


「ウン！　ぜったい、浩司さんとだけ、乗るから！」


　グッと握った指に力を込め、引き寄せる。


「それとも、浩司さんにだけ、乗る、かな？」


「バ、バカッ」


「そろそろ次のゲレンデへ行きましょうか！」


　聞き慣れた声がしたので、二人は急いで手を離した。桜井がスケーティングでこちらへ向かってくる。


「風が強くなってきましたからね。上のゲレンデはリフトが止まるかもしれません。まず、ゴンドラで一番上まで行きましょうか」


　強風の時はリフトの運転が中止になるのだ。


　ゴンドラで一番上まで上がると、さすがにゲレンデは斜度が大きくなっていて、スキー客は少ない。


「裏のゲレンデから降りましょう」


　桜井は先頭に立って、林間コースへと進む。


「次のゲレンデは、少し斜度がありますが、景色はいいですよ」


　コースの頂上に出ると、深い谷が目前に開けている。沢を越えた反対側の斜面の林の中には、ウサギの足跡が転々とついているのが見えた。稜線の彼方には晴れていれば妙高や赤倉が望めるはずであった。


　見下ろすと、斜度はきついが適度に凹凸がついていて、コースを選べば江森でも何とか滑れそうだ。


「俺の跡を滑るといいよ」


　柴田が後ろにいる江森に声をかける。


「いかんな……ここの斜面はコース外は滑降禁止なのに」


　怪訝な声を桜井が上げたので、柴田達が視線を辿ると、数人のグループがスノボーを操っているのが見えた。しかもコースの外だ。


「危ない場所だからコース外なのに。新雪を滑りたがる人が多いんですよ。あとで注意をしておきましょう」


　桜井は言うと、「さあ」と二人を促した。


　上級者のシュプールをなぞると滑り易く、なんとなく上手くなったような気がして、江森はたっぷり楽しんだ。


　中間まで降り、ゲレンデの端で一休みしていると「どけどけッ」という大声と、鈍い衝突音、続いて悲鳴が上から降ってきた。三人が驚いて見上げると、雪煙と共にスノーボードが落ちてくる。


「危ない！」


　桜井は素早く自分のスキー板を前に進め、滑落を止めた。急いで斜面を登って見ると、スノボーをしていた若者とスキーヤーが衝突事故を起こしていた。


　乗っていたスノボーの若者は林の中へ転落し、照明塔の根元に倒れている。スキーヤーの方は天地は逆になっていたが、なんとかストックをついて転落は免れていた。


「大丈夫か！」


　桜井は近寄ると、スキーヤーをまず助け起こす。続いて林の中へと斜面を降り始めた。桜井が半分ほど降りたところで、スノボーの若者が頭を振って身体を起こし、大声で「コノヤローッ、へたクソーッ」とスキーヤーへ向かって怒鳴った。若者は流行ファッションなのか、ベストタイプのダウンジャケットにスノーパンツという軽装で、頭にはバンダナを巻き、帽子も被っていない。肩までの茶髪をうるさそうにかきあげて、もう一度「ざけんなよ！　ちゃんと避けろ！」と叫ぶ。


「君、大丈夫か」


　桜井が掴まらせようと差し出したストックを邪険に払いのけると、立ち上がって雪を払い、自力で登ってきた。後頭部を手で押さえているので、柴田は心配そうに「頭、打ったのか？」と尋ねる。


「てーしたこた、ねーよ」


　若者は煩そうに言うと、スキーヤーに向かって「クソッタレッ」と唾を吐きかけた。


「君、やめたまえ！　スキー場の事故は双方に責任がある。それに君はコース外から無理矢理ゲレンデに入ってきただろう！」


　桜井は厳しい声を出し、ムッとしてくってかかりそうになったスキーヤーを止め、間に割って入った。


「フンっ、それよりヘタクソ禁にした方がいいぜ」


　若者はスノーボードを奪うようにして取り返すと、また乗って滑降していく。桜井は首を振った。


「ヤレヤレ……若者の無軌道ぶりは……眼にあまりますな」


　柴田はスキーヤーの足を触って調べている。


「痛むか？」


「ちょっとですが」


　ズボンが破れ、血が滲んでいた。


「救急室へ行った方がいいだろう。エッジで切ったんだと思うけど、泥が入ってるとまずいし」


　細々と指示を与えると、スキーヤーはお礼を言って、下へ滑って行った。


　スノボーの若者達は、相変わらず中程でつるんでいる。


　そのあと、なるべく近寄らないようにコースを選んだ。


　小一時間も滑っていると、本格的に吹雪いてきた。


「そろそろ休憩にしましょう」


　桜井が言うので、


「やっぱ、年寄りは休まなきゃね」


　イヤミのつもりで言った江森であるが、実は自分も息が上がっている。


「江森君がバテてるようですから」


　桜井はクスクス笑いながら、そっと江森の耳に「あとで腰にくると、夜が困りますよ」と囁いた。


「腰がどうしたって？」


　柴田が振り向くので、二人は「いえ、なんでも」と同時に首を振る。


『けっこう、気があってんじゃねーの』と柴田は思った。





　一休みするために訪れたレストハウスは、白い壁に木の梁が剥き出しになったスイスの山小屋風内装だ。レストランは本格的なチーズフォンデュもあるが、気軽なメニューもあって、軽食が取れるようになっている。


　遅い昼食を取ろうと、三人はレストランに入った。


「フォンデュにワインでもいかがです？」


　白いクロスのかかったテーブルの方へと桜井が行こうとするので、柴田は「あの……」と呼び止める。


「えっと……そんなに入らないから」


　それではと桜井は軽食のコーナーへと歩き出した。


　空いたテーブルにつくと、傍のテーブルにスノボーの若者達がいた。


「おやおや、また会いましたね」


　桜井は顔を顰める。


「やはりあちらのテーブルにしたほうが……」


「いいんです、桜井さん」


　急いで江森は柴田の手を引いて席についた。


「僕、ラーメンがいいや。浩司さんは？」


「俺、おでん」


「私はカレーを」


　三人とも思い思いのメニューを選び、食べていると、何やらスノボーの集団が騒がしい。


「全くもう、礼儀知らずだねー」


　テーブルの上には、ビールの空き缶が散乱している。一人が仲間を抱えて洗面所へと連れて行った。


「あの子達、未成年じゃないかな」


　柴田は心配そうな声を出す。


「いまどき、高校生だったらビールぐらい飲んでるよ」と江森はいなした。


「それにしても、気持ち悪そうにしてる……急性アルコール中毒だったら大変だ」


「ビールぐらいなら、中毒にはならないんじゃないかな？　飲み過ぎだよ、きっと」


　常識的な江森の意見にいったんは納得した柴田だが、青白い顔で抱えられて帰ってきた若者の顔を見て、再び身体を固くした。


「あの子……さっき、事故起こした子じゃない？」


　肩までの茶髪、生意気そうなへの字の口、よく見ればまだあどけなさを残す顔は、まさに事故の当事者である。


　柴田は食べるのを止め、近寄った。


「どうした、どこか痛むのかい」


「っせーなぁー」


　若者はだるそうにテーブルに伏せ、横目で柴田を睨む。


「飲み過ぎて頭がいてーだけだよ、あっちへいけよォ」


　心配そうに取り囲んでいる友人達に、柴田は向き直る。


「嘔吐、したのか？」


「はァ？」


「えっと、つまり吐いたのかと聞いているんだ」


「ああ」


　簡単に頭を縦に振るが、その後の会話は続かない。いまどきの若者らしく、言葉が足りないので、柴田は重ねて尋ねた。


「吐いたって、何回吐いたのかな？」


「三回」


　柴田の顔色が変わった。


（そういえば、さっき倒れてたのは……）


　夜間照明用の鉄骨で組まれた塔の土台はコンクリート製だ。


（あそこに激突したとしたら）


　若者の顔を無理矢理、上へ向ける。


「頭痛は？　頭がひどく痛いんじゃないか？」


「飲み過ぎって言ったろーが、ひどくいてーのは当たり前だろ？」


「いつからだ？」


「さっきから」


　埒があかないので、友人の方を再び向く。


「飲む前から、痛がってないかな？」


「……さあ……もう、一時間ぐらい、飲んでっから」


　使い物にならない連中であった。


　ドンヨリと瞼を閉じているのを、指でこじ開けて見るが、判断を下すには情報が少なすぎた。


（眼底鏡があれば……）


　拡大鏡がついている瞳孔の中を覗いて眼底を調べる器具であるが、こんな所で手に入るはずがなかった。思いついて


「……虫メガネとか、ありませんかね」


「は？」


　皆、そんな物を常備している訳がない。暫く考えていた桜井が「あの……これでは」と逡巡しながら内ポケットから、小さな眼鏡を取り出した。


「ああ！」


　老眼鏡なら凸レンズだ。柴田は引ったくるように受け取ると、今度は江森に、


「ボルボのキーホルダー、出してくれ」


「うん」


　ペンライトを取り外し、スイッチを付けると、瞳孔の中を照らす。


「まぶしー」


「我慢してッ」


　眼鏡のレンズを通して、柴田は必死で瞳孔を覗き込む。両方の瞳孔を調べたのち、


「早く、病院に運ばなきゃ！」


　桜井の方を見る。


「多分、さっきの事故で頭を打ったんだと思います。眼底出血はないけど、鬱血乳頭が認められます」


「は？」


「あ……その、つまり、多分、硬膜外血腫（エピドラ）だと思います。脳浮腫が起こって、吐いてるんですよ！」


　急性硬膜外血腫である。頭部外傷などでは、骨の内側に出血して血の塊が出来る。血腫が大きくなると、脳を圧迫し、吐き気や嘔吐・頭痛などが起こるのだ。事故直後より、時間が経ってから症状が出ることが多い。


　ＣＴ検査をすればすぐ分かるが、眼底にも変化が現れるので、眼底を調べても診断がつけられる。ＣＴ検査が発明される前には眼底検査は重要な診断基準だった。


「早く手術しないと、大変なことになります！」


「ええッ」


　ボーッとしている当人と友人達はあまり事態の深刻さ気づいてはいなかった。だが、とにかくすぐ病院にいかなくてはいけないということだけは通じたようで、本人を除いて皆、アタフタと動き始めた。


　桜井は直ちに携帯電話でゲレンデ内に特設されている救急診療所を呼び出す。医者は常駐していたが、患者を運ぶ救急隊員が別のゲレンデに出払ってしまっていると知らされ、表情を曇らせた。


「こちらへ来るまでに一時間ぐらいはかかりそうだそうです」


　柴田はすぐに結論を出す。


「待っている間に下へ運んだほうがいい」


　柴田は次第に意識レベルの低下していく若者をどうやって下まで運ぶか、桜井に相談した。


　外は強い吹雪きになっていて、リフトも危険だ。


「ソリで運びましょう」


　桜井は「スノボーを貸しなさい」と、若者達に声をかける。


　スノーボードを並べ、ストックを利用して即席のソリを作った。グッタリしている若者を寝かせ、毛布でくるむと、


「柴田先生、二人で下まで運びましょう」と言った。患者の友人達はスノボーなので運ぶのは無理だ。


「ん」


　準備が整うと、これから下へ向かうと消防署にも連絡する。


「行きましょう、柴田先生」


「待って、僕も一緒に行く！」


　江森は外へ出て行く一行を焦って追いかける。


「お前はついてこれないから、無理だ」


　柴田は厳しく言い渡す。


「あとから来い」


　自分の無力さが歯痒かったが、仕方ない。今一番大事なのは邪魔にならないことなのだと江森は納得した。


「ウン、気を付けてね？」


　ソッと柴田の背中を押す江森に、桜井は「へぇ」と思った。世の中で一番始末に負えないのは、自分の立場を自覚しない男だと、桜井は思っている。


（プライドもあるが、自覚もあるんだな）


　だが、柴田が頭の悪い男に、そもそも惚れるワケがないと、納得した。


（ま、柴田先生がバカを好きになる筈がないからな）


　そんなことを考えながら桜井が自分を見ているとは知らず、江森は柴田の手をギュッと握った。


「僕、家族へ連絡しとくね！」


　柴田は思いついて江森を振り返る。


「そうだ、救急隊に、点滴と一緒にグリセオールとステロイド、それからフェノバールを用意しといてって、言っておいてくれ！」


「うん！　分かった！」


　若者の友人を二人、介助につけると、桜井と柴田はソリとともにゲレンデを降り始めた。桜井がしんがりを努め、ソリの重量を支える。


「レスキュー訓練をスイスで受けたのが、役にたちましたよ」


　途中何回か立ち往生はしたが、転倒もなく、何とか下へたどり着いた。もう救急車が待機していて、すぐに患者を運び込む。


「俺、ついてく」


　柴田が救急車に乗り込むので、桜井は「私も車で後から行きます」と言うと、駐車場へ向かった。


「一人では帰りが困るでしょう」


　患者を運び込むと、すぐに病院を目指し、救急車は走り出す。


　一分もしないうちに柴田は救急隊員に「患者の容態がおかしい」と呼ばれた。呼びかけに答えず、意識がない。脳圧が高くなっている証拠だ。


「点滴！」


　用意しておかせた点滴をすぐに柴田は患者に刺す。ステロイドを点滴に入れると同時に脳圧降下剤のグリセオールを側管から混注する。痙攣に備えてフェノバールを注射筒（シリンジ）に詰めた。


　幸いなことにステロイドとグリセオールが効果を現し、痙攣は起きなかった。


（良かった……）


　脳圧が高くなれば、痙攣ばかりか呼吸停止にまで至ることもあるのだ。


「先生が同乗してくれたお陰ですよ」


　救急隊員もホッとした表情になり、柴田に話しかけた。


「ううん、江森が電話してくれたからだよ」


　柴田は真面目な顔で答えるが、もちろん救急隊員には通じない。


『変な人だな』


『ああ』


　二人は目配せをしあった。






　温泉街に降り、市内の救急病院に到着したのはもう夕刻だった。


　到着後、直ちに撮られたＣＴで、頭頂部に巨大な血腫が確認される。緊急手術の適応で、開頭手術となった。


　柴田は患者の友人達と桜井とともに手術室の前で待っていたが、無事終了を確認すると、桜井に「もうあとはまかせて帰りましょう」と言う。


「そうですね……江森が家族にも連絡してくれたし」


　ふと思いついて柴田は「相手の人は？」と尋ねる。


「怪我をさせた過失とか問われるんですか？」


「いや、それはないでしょう」


　だいたい無理な滑走をして突っ込んだのはスノボーの方だったのだ。スポーツ保険に加入していたこともあって、自損事故と届けることになった。


「それがいいでしょう。私が証人になりますから」


　桜井は自分の名刺を皆に渡す。取り敢えず、今日やれるべきことは全て終わったのだった。






　ホテルへとゲレンデワーゲンを運転しながら、桜井が助手席の柴田へ眼をやると、柴田はウトウトしている。


「先生、お疲れでしょう、後ろに移ったらどうですか」


　囁くと、トロンとした眼をこちらに向けた。


「あ……俺……ゴメンなさい、昨日、寝てなくって……」


「え？」


「ん……緊急手術が昨日、あって……で、すぐこっちへ来たから寝る暇、なくって」


　眼を擦りながらもニッコリ笑う柴田は、あどけない子供のようで、桜井はいとおしさが込み上げて来た。


（こりゃもう……）


　我慢が出来ない。


　周囲を確認すると、ほとんどど他の車両の通行はない。まだ風と雪は強く、ナイターも中止になったようだ。道路の両脇にある雪の壁にはすれ違いのためにところどころ待避壕が掘られており、桜井はその一つに車を乗り入れ、停車した。


「先生、後ろへ」


　桜井はリヤシートへ柴田を誘導する。そのまま一緒に後ろの座席に乗り込むので、柴田は怪訝な顔をした。


「え？」


「どうも、エンジンがオーバーヒートしたみたいです。少し、エンジンを停めて、冷やす必要がありますから、ここで暫く休みましょう」


「そうなんですか？」


　無論、高級車のベンツにそんなことが起こるわけがない。だが車の知識がまるでない柴田はコロリとだまされる。大人しく桜井と並んで腰掛けた。


　身体をピタリと寄せると桜井は「ヒーターを切りましたから、こうして暖まりましょう」と大きな胸に柴田を抱え込む。


　安心したのと眠いので殆ど判断力が無くなっているため、柴田は何も言わず、力を抜いて桜井に寄りかかった。


　何だか大きくて暖かい胸は眼を瞑っていると江森のもののようだ。江森のコロンとは違うが、白檀系の落ち着いた香りが全身を包む……あっと言う間に、小さな寝息を立て始めた。


　桜井は当惑してしまった。


　まさかこうも無防備に眠り込んでしまうとは……ズルズルといかがわしい行為にもつれ込む予定だったのだが……。


「まいったな……」


　柴田を抱いたまま、呟いた。






　その頃、江森は田辺と一緒に宴会の進行に必死であった。怪我人に付き添って柴田が桜井と病院へ行ったことは、皆にも伝わっている。無事に手術も終了したという連絡があったので、予定通り宴会となったのである。


　だがいくら待っても二人は帰って来ない。


　そのうち宴会は終了し、二次会のカラオケとなった。江森は田辺に「お願いします！」と、進行をまかせるとフロントへ飛んで行く。


「桜井マネージャーはまだ病院ですか？」


　桜井が帰っていなければ、柴田もきっと一緒なのだ。


「ああ、四十分程前に、病院を出るという連絡がありました」


　三十分もあれば、帰ってこられる筈なのに……。


「まさか……」


　江森の脳裏に嫉妬妄想が広がる。


　途中にラブホテルでもなかったろうか……桜井のことだ、二人だけになった機会を悪用しない筈がない。


「僕、迎えにいってきます！」


　急いでボルボのキーを握ると、駐車場へ走った。
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「柴田先生？」


　規則正しい寝息が、暗がりに聞こえる。


　桜井が顔を窺うと、柴田は熟睡しているようだ。


　先程そっと膝の上に抱え上げた時も、身じろぎをしただけだった。


　少しずつ、身体を倒して横抱きの状態にする。まるで仔猫のように身体を丸めているので、足を延ばしてやった。


「……ん」


　小さな声が漏れたが、また規則正しい寝息に戻る。


（こんな無防備じゃあな……）


　呆れながらも、桜井はそっと耳に「コネコちゃん」と囁く。


　そして空いている片手を股間に伸ばした。


　布を通して暖かい体温が伝わってくる。


　ゆっくり擦ってみた。


「ンッ……ハァッ」


　柴田はクイと桜井の胸に顔を押し付け「……さつき？」と呼んだ。深く息をつき、瞼を閉じたままねだるようにニッコリ微笑む。


（こりゃ……マイッタな……）


「………シちゃいますよ？」


　擦る指に力をこめる。


「……ア」


　柴田の細い眉が顰められ、僅かに口が開けられる。が、やはり眼は瞑ったままだ。


　暗がりに白く浮かんだ小さく喘ぐ柴田の表情は官能的で、桜井は自分のモノが力を持ち始めたのを感じた。


「センセが悪いんですよ……そんな色っぽいから」


　ちくりと良心が痛んだが、桜井は自己弁護をしつつファスナーを降ろし、指を二本、忍び込ませた。


　温（あたたか）かな奥へともぐらせて行くと、パンツの前の盛り上がったモノに触れた。探ってみると、もう固くなっている。上から、形に沿って摩ってやる。


「ア……ンッ」


　甘い声が漏れ、桜井のジャケットを柴田の指が泳いで掴んだ。桜井が摩る指に力を入れると、柴田も力を込めて握り締める。


　一番敏感な辺りを擦ってやると、


「ンンッ……さつき……」


　クイと自分から下腹を押し付けるので、桜井はもう止められない。


　もともとゲイではなかったが、今年の夏にプールサイドで柴田と江森の情事を盗み見てから、柴田の肉体に欲情するようになっていた。


　あの時柴田は江森に後ろから貫かれ、悦びの声をあげていた……そして可愛らしく屹立した前を桜井の目に晒していた。達するときの声と表情は限りなく甘く、艶めいていて、桜井はその場で自慰をしたくなったくらいだった。


　他の男の性器にはまるで興味が湧かないが、柴田のソレはとても特別に思えるのだ。


　細く締まった場所にも無論、入れたかったが、それだけでなくこんなに男のモノをいとおしいと思うなんて……しかもこう愛らしくねだられると、なんとしても気持ち良くさせたくなるではないか。


　自分のモノも臨戦態勢に突入し、悪いとは思いつつもイタズラを止められない。


　決心すると、窮屈な態勢から無理矢理手首まで差し込んだ。


　固くなったモノをショーツごとたなごころに包むと、軽く揉んでみた。


「ア……アッ」


　小さな叫びが聞こえ、柴田の身体がピクンと撥ねる。きゅっと細い眉が寄せられ、薄い桜色の唇が少しだけ開く。長い睫が揺れ、桜井はその繊細な美しさに見とれた。


「あ……ん」


　さらなる刺激を求めているのか、柴田は小さく首を振る。


　ねだるような仕草に桜井は思わず手の力を込めた。


「ハ……アッ……」


　甘く深い溜息が柴田の口から漏れる。同時に、手の中の熱いモノがびくりと震える。ショーツがしっとりと湿った。


「おやおや……」


　ここまでやるつもりはなかったのだ……気持ち良さそうに頬を擦り寄せる柴田を、ちょっと困って見下ろした。


「疲れてるって言ってたしな……」


　出てしまったのはそのせいなのだと自分に納得させる。


　ばれないようにとハンカチを出すとパンツの上から丁寧に拭った。


「ンンッ、ハァッ」


　再び甘い喘ぎが漏れ、クイとまた顔が押し付けられる。


（か……かわいい……）


　直接触れたくなって、大胆にパンツの前を探る。セミビキニタイプで、前割れはない。仕方なく上から指を差し入れた。


　その瞬間、フロントグラスをライトがサッと横切る。対向車のヘッドライトだ。路面ではなく、上へ向けられている。


　急いで指を出すと、ファスナーを上げた。


　車は通り過ぎず、手前で停車した。


　見ると、赤いボルボである。


「まずい！」


　桜井は声に出すと、柴田の肩を揺する。


「ん……なに？」


「先生、起きて下さい」


　まだ寝ぼけた状態なので、自分のおかれた状況が理解できないでいる。ちょうどいいとさっさと柴田を膝の上から降ろし、何食わぬ顔で外へ出た。


　案の定、ボルボの運転席の扉が開いて、怒りに顔を歪めた江森が降りて来た。


「あ……お前……迎えに来てくれたの？」


　柴田が寝ぼけまなこを擦りながら、桜井の後ろから顔を出したので、江森はコブシを握り締め、近寄る。


「何、してたんです、後ろの座席で！」


　状況によっては殴り掛かることも辞さなかった。


「ちょっとエンスト、しちゃったんですよ、ね、先生？」


　桜井は素知らぬ顔で、柴田の同意を求める。


「ウン」


　柴田はニッコリ笑って、江森のそばに歩み寄った。


「手術、うまくいったんだ、お前が連絡しといてくれたから、救急車の中で治療も出来たし、よかったな！」


　無邪気に言う柴田に、江森も硬い表情を崩さないわけにはいかなかった。


　それでもまだ納得の行かない様子で、桜井を睨みつける。


「エンストなら、ボルボで帰りますか？」


　桜井は「もう直ったから、私はこちらで帰りますよ」とシラを切り通した。


（いいところを邪魔されたが……今日はここまででヨシとしよう）


　甘い喘ぎと熱い湿りを思い出し、ニヤついてしまう。お楽しみはまだこれからだ。


　江森の肩をたたくと、


『もうちょっとのトコだったがな』


　ウィンクして見せた。






　ホテルに戻ると、江森は柴田の部屋に一緒に入り、鍵をかける。


　柴田の肩を抱くと、真面目な顔で見つめた。


「何か、されなかった？」


「ええッ？」


「あの桜井にだよッ、やらしいこと、言われたり、とか、触られたり、とか、入れられたりとかッ」


「何、言ってんだよ、もう」


　柴田は呆れ声を出す。


「病院、行って、オペの間、みんなで待ってて、んで帰って来たんだぜ？　ンなわけ、ねえだろ？」


「車の中でだよッ」


「車の中ァ？」


　寝ていたので、まるで覚えていない。桜井の膝に抱かれていたことすら、柴田には自覚がない。


「寝てただけだよッ、俺ッ、すごく眠くなっちゃって」


　それを聞いて江森はベッドの方へと柴田の肩を押す。


「な、なんだよッ」


「調べるよ、僕」


「ええッ？」


　あっけにとられる柴田に構わずどんどんベッドへと近づいていく。


「だって、浩司さんたら寝ちゃうと、いくら揺すっても起きないこと、あるじゃないか！知らない間に入れられちゃったかも知れないよ？」


「バカッ、ンなワケねえッ」


　江森の表情は真剣だ。いやがる柴田をベッドに押し倒すと、体重をかけて押さえ込む。プルオーバーを引き抜くと、下のボタンダウンを乱暴に脱がせにかかる。


「バカッ、破れるッ」


「じゃあ、大人しくしててよ！」


　抵抗する柴田から服を引きはがした。下着だけにすると、江森は眼を丸くした。


「何だよ、浩司さん、これッ、濡れてるじゃないか！」


「あ……」


　確かにパンツの前は僅かに湿っている。


（え……）


　そう言えば先程から、股間になんとなく違和感を感じてはいたのだ。当人には放った記憶などない。汗をかいたのかと思っていたのだが……。


　ただ、江森の夢を見てえらく気持ちよかったのは事実だった。


（え、ええっ、あの時……出ちゃったのかな……）


　これではまるでおねしょでもしてしまった少年のようで、柴田は恥ずかしさに身を縮ませた。


「お、俺……知らねえ……」


「知らない間に出ちゃうわけ、ないでしょッ」


「だ、だって、ほんとに知らないんだ……」


　わけが分からなくなって抵抗を止めた柴田を、江森は裏返しにする。背後からのしかかった。


「じゃあどうして出ちゃったのさ！」


　厳しく問いつめる声に柴田は「お前の夢、見てたんだ」と告白する。


「僕の夢？」


「うん……車の中で、お前とシてる夢。多分、それで出ちゃったのかも」


　ことセックスに関しては未熟な柴田ならあり得るとは思った。


　それでも確かめずにはいられない。腰を押さえ込んで下着に手を掛ける。


「な、なに、すんだよッ」


「調べるんだよ！　入れられてないか！」


「ええッ」


　柴田の下着を引き下ろし、双丘を手でかきわける。露わになった秘所をじっと見詰めた。


「バカ…ッ、やめろッ」


「よく、見せてよ！」


　指で触ってみると中心の蕾はキュッと締まって固く、周りを見ても傷ついている様子はなかった。いくら何でも、傷つけられて覚えがないということはあり得ない。でも、


（浩司さんが寝てる間に巧く入れたかも知れない）


　中年男のテクニックは侮れないのだ。


　特にゴルフもスキーもプロ級の桜井はセックスも巧そうだ。


（アナに入れるのも、腰を振るのも巧いもんな）


　思いながら指で蕾を開く。中に指を二本、入れ、クイと広げてみた。


「ア……ハアッ」


　柴田が呻くのをかまわず、更に襞（ひだ）を押し分け、顔を近づける。


「奥まで、見せて！」


「ンな……ッ、こと……ムリだッ」


「ダメッ、見たいよッ」


　ふと思い出し、ポケットからジャラリと音をさせてキーホールダーを取り出す。


　ペンライトを外すと、スイッチをＯＮにした。指を出来るだけ深く入れると、中を擦り始める。


「アア……ッ、ハァッ……ンッ」


　緊張が抜け、粘膜が柔らかくなっていく。指を使うと同時に、舌で周りを舐め回す。


「アンンッ」


　十分柔らかくなった所をいっぱいに開くと、ペンライトを押し当てて、中を照らす。


「アアッ、なんだよッ、熱いよッ」


　ライトの熱を感じて、柴田は腰を振った。


「黙っててよ、ペンライトで、中、見てんだから」


「ええッ」


　ビクンと身体が撥ね、穴がキュッと閉まりそうになる。


「力、抜いて！」


　江森はまた、グイと押し広げた。


「アアアアアッ」


　悲鳴があがったが、かまわず顔をつけて中を覗き込む。


　粘膜は鮮やかなサーモンピンクで、ライトに照らされてキラキラと光っている。肉襞は盛り上がって蠕動し、奥の方は潤っているようだ。


　指でかき出してみたが、何も出て来ない。


「中には出してないみたい」


　江森はホッとする。


「でも、入れた可能性はあるもの」


「ンなこと、ぜってーねーッ」


　柴田は必死で首を後ろにねじ向け、叫ぶ。


　つぶれたカエルのように四つ這いになって腰を高く上げ、秘部を開かれてこちらを苦しそうに見上げるその姿は卑猥そのもので、江森は下半身がカァッと熱くなって来た。すぐにでも入れたくなったが、また丹念に覗き込み、指で探り続ける。


　そのうち粘膜は蕩（とろ）けるように柔らかくなり、指を入れると吸い付いてくる。


　と、初めに入れたときはまだ強ばっていたことを思い出す。


　柴田のアソコはモノを受け入れていると、次第に馴染んで柔らかくなっていくのだ……。


（そうか、大丈夫だったんだ……）


　やっと確信が持て、胸を撫で下ろす。


（良かった……やっぱ、夢、見てただけなんだ）


　それでもまだ指は入れたままで、名残惜しそうに動かした。


　柴田は抵抗することも忘れ、うつ伏せのままわなないていた。


（五月ッ、五月ッ……もうやめてくれッ）


　恥ずかしさのあまり、声も出ない。自分のアノ場所を開かれ、ライトで照らされ、覗かれるなんて。


　そりゃ、医学の検査ではあるけど……自分も患者にヤッたことはあるけど……こんなに恥ずかしいとは思わなかった。


　しかも、股間のモノはまだ触れられてもいないのに、とっくに張り切っている。


　アタマはいやがっているのに、アソコは勝手に喜んでいるのだ……羞恥に全身が熱くなる。必死で声を絞りだし、叫んだ。


「五月ッ、五月ッ、もう止めろッ」


　泣きそうな声に驚いて、江森はライトを消すと、柴田の身体を仰向けにした。


　見ると、柴田は顔を両腕で隠し、しゃくりあげている。腕をはずして顔を覗き込むと、ギュッと眼を瞑り、涙を滲ませている。


「どうしたの、浩司さん」


「は……恥ずかしい……ンなトコ……見られるなんて……」


　両手で顔をまた覆う。


　江森は抱き起こすと、


「どうしてさ！　僕、浩司さんの身体、ぜーんぶ見たいよ？　浩司さん、浩司さんの身体、僕のだって言ってくれたクセに！」


　顔を覆っている手に、口づけしてやった。


「どこも、みーんな僕のでしょ？　見せて？」


「ん……」


　江森はソッと柴田をまたベッドに押し倒す。


「よっく見たけど、中は大丈夫だったよ」と言ってやる。


　柴田はそれを聞いて、一安心した。


「そっか、よかった」


　知らない間に、なんてことはあり得ないとは思っているが、何しろ経験が少ないので、ことセックスにおいては自分に確信が持てない柴田なのである。このトロさが原因で、いつもベッドでは江森のなすがままになってしまうのだが。


「五月……ゴメンな……心配させて」


　自分から首を持ち上げて唇を求めた。


「浩司さん……」


　深い口づけを交わすと、柴田は江森の首にしがみつく。


「俺の……お前だけだもの」


「じゃあ、入れていい？」


「ん……」


　すでに十分な前戯になっていたため、江森のモノはすんなり柴田の中に吸い込まれる。


「アア……ッ、いいよッ、浩司さんのアソコ……」


「ん……ッ」


　江森は柴田の頭を抱え込むと囁く。


「アソコ……すっごく綺麗だったよ……ピンク色で、キラキラしてて……」


「バ……バカッ」


　柴田は真っ赤になる。


「や、やめろッ、言うなッ」


「どうしてさ……あんな綺麗なトコに僕のが入ってんのかと思うと、すぐイッちゃいそうだよ」


　腰を突き上げながら、また囁く。


「アアッ、ダメッ」


　いやらしい言葉には弱いので、柴田は身体を捩り、逃げようとする。江森はギュッと抱き締めると、クスクス笑いながら囁き続けた。


「天井も、ユカも、カベも、ヒダヒダでイッパイなんだね、浩司さんのって……」


「アア……ッ、ヤッ」


「あのヒダヒダで、うんと締め付けてよ、僕のアレを」


「アア……ハァッ、ンン……ッ」


　恥ずかしさで高ぶり始め、柴田は大声を出す。


（すっごく感じてる、浩司さん）


　江森は嬉しくなった。


「浩司さんのピンクの中に、僕の白いの、出したいな」


　続けていやらしい言葉を柴田の耳に注ぎ込む。


「あそこ、見たの、僕だけなんだね、浩司さん？」


「や……やめ……ろ……」


「アソコにいっぱい、出しちゃおうッと」


「五月ッ、ダメッ、もうッ」


　言いながら、柴田は江森の腰に足を絡ませ、締め上げる。


「アアアンンッ……ンンッ」


　喘いで自分から腰を激しく揺らした。


「浩司さん、サイコー……ヒダヒダ、すんごく柔らかくて、気持ちいい！」


　耳たぶを噛みながら、腰をグリグリと回す。柴田の身体がビクンと踊った。


「アアッ、五月ッ、握ってッ」


　請われて江森は前のモノに手を添え、強く扱いた。


「五月ッ、もうッ」


　柴田の内部が急激に収縮する。


「締まってきたよッ、浩司さんのナカッ」


　江森も夢中で腰を動かした。


「スッゴク、いいよッ、ナカに出していい？」


「アアアッ、五月ッ、出してッ、俺のナカにッ」


　柴田の背が反り返る。


「イク……ッ、五月ッ」


「浩司さんッ」


　同時に悦びを放った。二人は満たされて、身体を繋げたまま、見つめ合う。


「お前の……俺の中に……出たんだね……」


　柴田は顔を赤らめて、呟く。


「お、俺……ヘンかな……」


　恥ずかしそうに目を伏せて続ける。


「いつものことなのに……なんか……」


　江森の胸に頬を擦り寄せた。


「俺……すごく……嬉しい」


　小声で恥ずかしそうに続けた。


「俺の中に出すの、お前だけだ……だけど、お前も俺の中だけなんだよな……」


　いとおしさで、江森は柴田を抱き締める。


「僕も嬉しい……浩司さんの中に出すの……」


　前髪をかき上げてやり、汗ばんだ額に江森はキスを落とす。


「これから二次会に行かない？　ホテルのカラオケバーなんだけど、大月先生たちが待ってるし。で、終わったらまたやろうね」


「え、まだやんのか？　もう十分やったじゃないか」


　柴田は呆れて江森を見上げた。


「やだなー、僕の辞書に十分という言葉はありませーん」


　笑いながら江森は答える。


「男同士では子供が出来ないけどさ、たぶん僕が浩司さんの中に一杯出したくなるのは本能なんじゃないかな？　僕の遺伝子を浩司さんにあげたいっていう」


「遺伝子を？」


「そう、僕の遺伝子はぜーんぶ浩司さんを愛してるからさ」


　柴田は首を傾げる。「それは医学的に正しくないぞ」と真面目に応じた。


「いいんだって、じゃあ、こういうのはどう？　僕の遺伝子にはみーんな『浩司さんが好き』って書いてあるんだ」


　それも違う、とも思ったが、柴田は微笑んで江森の首に腕を巻き付ける。


　ホモのカップルには子供が出来ないと、柴田は以前ひどく悲しんだことがあったのだ。そのことを江森が覚えていて、こうやって慰めてくれているというのがわかった。


（ありがとう、五月……）


　涙が出そうになるのをこらえて、「遺伝子情報のことはゲノムって言うんだぞ」と呟く。


「そっか、僕のゲノムは浩司さんに恋してるんだね」


　江森は柴田をぎゅっと抱きしめた。


「じゃあ、もう一回……」と言いかけたところで、脱ぎ捨てた服から携帯の着信音が上がる。それも仕事用携帯の。


「うわ、誰からだろ」


　慌てて拾い上げると、そこには「田辺」の文字がある。


〈おい、江森君、戻ったのか？〉


「あ、はいっ、たった今」


〈柴田先生も一緒か？〉


「ええ、ここに」


　すると大月医局長の声が割り込んだ。


〈じゃあすぐ二階のカラオケバーに柴田を連れて来いよ。盛り上がってるんだからさあ〉


　医局長命令では逆らえない。江森は渋々服を着始める。そして柴田に「大月医局長がカラオケバーに来いって」と声を掛けた。


「そーか、じゃ」


　柴田は淡々と支度にかかる。そして「バーでなんか食えるかな」と呟いた。


「アッ」


　嫉妬からエッチのことだけしか考えていなかった江森は青くなった。


「ひょっとして……だよね、浩司さん、お昼からなんにも食べてないんだ！」


　自分は宴会の席で接待中にコース料理をちょこちょこつまんでいたのだ。


　またしても恋人失格だよ、と江森は自分の頭を叩く。


「どーして僕ってダメなんだろ……恋人だったら、エッチの前にちゃんとご飯を食べさせるべきなのに……」


　柴田の健康を一番に、と頭では思っているのだが、カラダは別行動を取ってしまうのだ。


　へこんでいる江森に柴田は「いいって、あとで食えばおんなじだ」と慰める。


「それにまさかエッチするなんて思ってなかったし。つーか、したから腹減ったんだし」


「そっか、じゃあ食欲が出たところで」


　すぐに江森は気分を切り替え、柴田の手を取った。


「じゃ、行こう！」






　カラオケバーはバーカウンターに八人がけのボックス席が六個ほどもあるなかなか広いものだった。カラオケステージ近くの席に大月医局長や他の医師達と田辺が陣取っていて、江森たちが入っていくと「おお、こっちだ」と呼ぶ。


「俺はカウンターでなんか食う」


　柴田はさっさとカウンターに向かう。


　まさか二人でカウンターに並ぶわけに行かず、江森は仕方なく大月医局長と合流した。


「柴田はなんでこっちに来ないんだよ？」


　怪訝な顔をする大月に「なんか食べたいそうです」と江森は説明した。


「そっか、宴会に出てないんだもんな。じゃあ、江森君、なんか歌えよ」


　大月は江森を指名する。


「え、いきなりですか？」


「俺たちだとおっさんの歌うのばっかでなあ。なんか、ナウいの、歌え」


　おっさん臭い注文で、江森はやれやれと端末を手に取った。


「じゃあ、セカオワを」


「おーっ、それ、知らんぞ、ナウいな！」


　大月医局長のだみ声を背中に浴びながら、柴田はメニューを見る。


「すぐできるのって？」


「そうすね、これすかね」


　いかにもシーズン中のバイトといった若者が指した品は「昔ながらのナポリタン」というものだった。


「すげー旨いすよ」


　ホテルでこれか、とも思ったが、早くできるのならいいかと柴田は注文する。


　ほどなく楕円形の銀皿に盛られた料理が運ばれてくる。橙色に染まったスパゲティ、タマネギにピーマン、刻まれたソーセージは確かに昔ながらのナポリタンだ。しかし一口ほおばると柴田は目を丸くした。


「旨いな、さすがホテルのだ」


「でしょ」とウェイターの若者は胸を張った。


　柴田がもくもくとスパゲティを口に運んでいると、そばのボックス席から女性の話し声が聞くともなく耳に入ってきた。


「ねえねえ、今、歌ってるあの人、さっきの…」


「ホントだー」


「ここで再会出来るなんて運命じゃん、アタックしちゃえば？　名前、確かエモリさんって言ってたんじゃない？」


　え、と柴田はこっそりと振り返る。


　ボックス席にはＯＬ風の女性四人組が座っていた。四人とも、カラオケステージの江森をロックオンしている。中でも一番美しいロングヘアの女性に柴田は目を留めた。女性はピンク色のアンゴラセーターにぴったりしたデニムをはいている。


（さっき、五月とリフトに乗ってた女だ）


「ね、いこ？」


　ショートヘアの女性が立ち上がり、さっさとステージへ歩いて行く。他の三人も後を追った。ちょうど曲が終わり、江森はマイクを持ったまま、ステージから降りるところだった。


　ロングヘアの女性は友人たちにけしかけられ、江森の前でぺこんとお辞儀をする。


「さっきはありがとうございました」


　話しかけられた江森は、一瞬首を傾げたが、「ああ、髪が引っかかってた、あの」と思い出した。


　そう、パステルピンクのスキーウェアを着た女性は、落とした手袋を拾おうとかがんだときに、長い髪をリフトのバーに絡ませてしまっていた。江森は急いで近寄り、彼女を助けたのだった。


「ここに泊まってたなんて、奇遇ですねえ」


　ショートヘアの女性が勢い込んで続ける。


「ご一緒しません？」


　え、と江森は大月医局長の顔をうかがった。


「おお、いいじゃないか、どうぞどうぞ」


　大月医局長は若い女性と同席できると大喜びだ。


（うーん、やっぱり江森君を連れてくるといいなあ）


「おーい、おつまみ、追加」とウェイターを呼ぶ。ウェイターはいそいそとメニューを手にカウンターから出て行った。


　柴田は一人カウンターに取り残された。


「え、お医者さんなんですかあ、わあ、かっこいい」


「いやいや、それほどでも」


「東京の大学病院なんですか、へえ〜」


「君たちは？」


「横浜で〜す」


「お〜おしゃれなわけだね」


　楽しそうな声に背を向けて、柴田はスパゲティを所在なげにつつく。さっき旨いと感じた味に最早興味が無くなっていた。


　ふと、左肩に大きくて暖かな手が乗った。


（え）


　振り返ると桜井が立っている。


「柴田先生、こちらでしたか」


　桜井は二次会が順調に行われているかを確認しに来たところだった。


　大月たちと若い女性とが盛り上がっている中に江森の姿を見つけ、眉をひそめる。


「あちらに合流しないんですか？」


　柴田は顔を伏せたまま「いいんです。俺、歌、歌えないし」と呟いた。


「行っても邪魔になるだけですから」


「はあ？」


　本気かと桜井は柴田の顔を覗き込む。柴田は頬を桜色に染め、また呟いた。


「俺ってテニスも出来ないし、運転も出来ないし、何にも出来ないから好かれないんですね」


（あー、何を言ってるんだこの子は、もう）


　ここまでとは知らなかった、と桜井はあきれ果てた。


「部屋に戻ります。もう腹は一杯になったから。すごく美味しかったです」


　桜井は去っていく柴田の背中を眺めながらううむと考え込んだ。


（ここで寂しさにつけ込むってのもあるが……）


　しかし、あの暗さは職業上そのままにしておけない。


〈私のホテルで楽しい思い出を残せないんじゃなあ）


　一肌脱ごうと決心し、ボックス席へと歩いて行った。営業用の最高級スマイルを浮かべ、女性グループに話しかける。


「当ホテルの支配人の桜井と申します。お美しい女性にカクテルなどをご馳走させてください」


　女性たちは口々に「わー」「ヤッター」と歓声を上げる。桜井はウェイターにカクテルリストを持ってこさせると、女性たちが覗き込んでいるすきに江森に耳打ちをした。


「おい、柴田先生は部屋に帰ったぞ、気分が悪いそうだ」


「ええっ」


　桜井は「ここは私に任せなさい」と片目を瞑る。もちろん敵に塩を送るつもりはない。こうやって敵将の馬を油断させるのも、作戦のうちなのだった。






　江森は慌てて柴田の部屋へと駆けつけたが、もちろん扉はロックされていて入れない。小さくノックして「浩司さん」と呼んでも、部屋の中からは人の気配すら感じられない。


（どうしたんだろ……気分が悪いって言ってたけど）


　もう少し大きくノックしてみる。


（まさか、さっきやり過ぎて貧血起こして倒れてるとか？）


　そのうち不安になって、がんがん扉を叩いた。だけでなく、「浩司さんっ」とわめく。


「開けてよっ、浩司さん！　入れてってばっ」


　これが女性の名前だったら痴話喧嘩状態だ。年配の夫婦が脇を通り過ぎていったが、明らかに不審そうな目をしていた。


（ううっ、まずい！）


　それでも中から応答はなく、江森は最後の手段と自分の部屋へ飛び込んだ。






　一方、柴田は毛布にくるまって爆睡していた。昨晩のオペによる睡眠不足、先ほどのハードな運動（セックス）、空きっ腹に詰め込んだ超絶技巧（めちゃうま）ナポリタンとくれば、多少の嫉妬による不安も生存本能にはかなわない。横になって雪明かりの中、窓にちらつく雪を見ていると、羊の数を数えるよりも効率よく眠りに落ちていった。


　ふと、何かを叩く音、それと自分の名を呼ぶ声が聞こえたような気がして、柴田は薄目を開けた。


　ぼんやりとした視界には今や吹雪となった窓景色が映る。


　そのまん中にセーターとデニムの大男が立っていた。


（え？）


　目を擦って焦点を合わせると、柴田は慌てて毛布をはねのけた。


「五月！」


　江森が窓に張り付いてガラスを叩き、自分の名を呼んでいるではないか！


「お……お前、ドコにいるんだよ！」


　窓の外にテラスやベランダなどはないのだ。急いで窓に寄ると、江森は幅の狭いサッシに足をかけ、窓に張り付いた状態だ。


「ば……馬鹿ッ」


　焦ってサッシを開けると、激しい風と粉雪を背負って江森が倒れ込んできた。


「お前ッ、ここ、何階だと思ってんだよっ、なんでドアから来ないんだっ」


「浩司さんたら……」


　江森は粉雪を払いながら立ち上がる。


「ひょっとして寝てた？　僕、戸、何度も叩いて呼んだんだよ」


「う……まあ」


　自分のせいだと気づき、柴田は「お前こそ」と話をそらす。


「カラオケ、もっと楽しんで来いよ」


　江森は柴田の顔を覗き込む。


「浩司さん、気持ち悪くなったって、桜井ＧＭが言ってたけど、大丈夫？」


　みんなに心配を掛けたと気づき、柴田は頬を赤くする。


（ほんと、俺ってコドモだな……あの程度のことで）


　嫉妬や不安はすぐさま融けていく。江森の顔をじっと見上げた。


「うん、大丈夫だよ」


「よかった〜〜」


　そういった直後に江森は盛大なくしゃみをしてしまう。腕を身体に巻き付け「ううっ、寒っ」と呟く。


「俺のせいだ、どんぐらい外にいたんだよ。風邪、引かないといいけど」


　江森はにっこり笑って心配そうな顔の柴田を抱き寄せた。


「大丈夫、すぐ浩司さんに暖めてもらうから」






　そのころ、カラオケバーでは。


　桜井の熱唱する「マイウェイ」が響き渡っていた。


　どん引きする女性グループを尻目に、桜井と大月医局長は夜の更けるのもかまわずにおっさん同士盛り上がっていくのだった。








４




　翌朝は一転して冬晴れになった。強風も止み、ゴンドラもリフトも早朝から動いている。


　ホテルを出発するのは夜なので、たっぷり一日滑れることになり、大月を初め、皆、満足していた。昨夜の宴会も豪華であった。


「今年は大成功だったね」


　江森と田辺は皆に労をねぎらわれる。ホテルも品格が良かったと評判で、大月は早速三月に家族旅行を計画し、フロントで予約を入れていた。


「今後も利用させてもらうよ」


「ありがとうございます」


　桜井は満面の笑みを浮かべ、返事をする。


　リムジンの時間になって、柴田がスキーウェアで現れた。


「柴田先生！」


　桜井は直ちに傍へ行くと、頭を下げる。


「昨日はまた、柴田先生の力をお借りしました」


「え……」


　柴田は困って下を向いた。


「俺……別に……何も」


　もう柴田の性格はおおむね分かって来ていたので、桜井もそれ以上は突っ込まず、ニッコリした。


「コースアウトさせないため、頂上付近のゲレンデは監視員を常駐するよう提言しておきました」


「……そうですか」


「それと、我がホテルでもスノボーの客にはチェックインの際にスポーツ保険に加入するよう、勧めることにしました」


　転んでもただでは起きないのが、経営者というものである。


「それはいい考えですね」


　柴田は真面目に答える。


「あと、初心者はヘルメットをつけたほうがいいですよ。昨日の子も、帽子、被ってなかったし」


「それは気づきませんでした。レンタル部門に用意させます」


　桜井はさりげなく手を差し出し、握手を求める。が、なかなか離そうとしない。ちょうどそこへ、江森が現れた。


「バスの時間ですから！」


　急いで駆けよって、空いているもう片方の手を掴んだ。


「あ、ああ」


　間に入ってまた困惑している柴田であったが、桜井はニッコリ笑って、手を離した。


　十分昨夜は楽しませてもらった。直に触ることは出来なかったものの、柔らかなモノの感触はしっかりこの指に残っている。


　達成困難な目標だからこそ、やり甲斐があるというものだ。


（この次は……）


　サキッポだけでも入れたいと願う桜井であった。


　江森は柴田の肩を抱えると「早く！」とせかす。


「お前……元気、いいな」


　柴田は小声で言うと、江森を見上げる。


「腰……平気か？」


「んーと、膝と足首がちょっと痛いかな？」


　江森は浮き浮きとバスに乗り込みながら続けた。


「でもちょっとだけだから、今日はうんと滑れるよ？」


「……バカッ」


　柴田は真っ赤になった。


「……アッチの方だよッ」


　あのあと「暖めて、浩司さん」と江森は柴田を求め続けた。睡眠不足だったこともあり、柴田は途中で眠り込んで意識がなくなってしまった。夜明けに目を覚ますと、まだ江森は自分の中に入っていて動いていたのだった。


「え？　そう？」


　江森はシラッとしている。


「ぜーんぜん平気。だって、アッチはいっつもヤってる運動だもの。浩司さんこそ、普段の運動が足りないんじゃない？」


　柴田は声も出ない。


「さあ、今日も、ドンドン滑ろうね？　そうだ、カービングスキーを教えてよ、浩司さん！」


　ゲレンデは昨日の新雪に覆われ、バージンスノウだ。コバルトブルーの空を縁取る遠くの白い峰からは、パウダースノウが舞い上がったかのような雲がたなびいている。


（ま、いいか……せっかく来たんだもんな……）


　柴田は、はしゃぐ江森の横顔を見詰める。


　微笑んで、人目につかないよう、ソッと握られたままの手に力を込めた。







ＥＮＤ　　










恋人たちのバレンタイン







「まいっちゃったなー、どーしよ……」


　江森は営業部の自分のデスクに積まれたチョコレートの山を見詰め、大柄な身体をすぼめて溜息をつく。


　確かに去年までは、二十個程の義理チョコの中に本命っぽい丁寧な包装のモノが十個ばかり混じった山積みの箱を前に、ヤニ下がっていたことは事実だ。が、今自分にはステディな同棲している恋人がいるのだ……無論、おおっぴらには出来ない相手なのだから、ＯＬ達が江森にチョコを渡すのも仕方ないことだった。優しい甘いマスクに陰がさし、大きな茶色の瞳が悲しそうに臥せられる。


「言えないよな、こんなに貰っちゃったなんて……浩司さんに」


　チョコレート攻勢を警戒して、今日は会社に戻らないつもりだったが、どうしても内勤の仕事をこなさねばならず、コソコソと隠れるように昼からデスクについていたのだが……。


「こんな沢山のチョコを持ち帰ったりしたら、浩司さん、怒っちゃって、今日、デキないかもしんない……」


　この所二人とも忙しくて、エッチをしたのは一週間も前だ。江森はもう、タマりにタマっていて、今夜は朝まで柴田を寝かせないつもりでいた。が、まさか、貰った物をそのまま捨てる訳にはいかない。三月十四日にはちゃんとお返しもしなくてはいけないし……。


「えーいッ」


 やにわに江森は包装紙を開け始める。包み紙とメッセージカードをブリーフケースに入れると、その場で食べ始めた。幾つかの箱を空にし、次々と包み紙を開けていると、ハート型の箱が出てきた。ポストイットが貼り付けてある。


「なんだよ、これ！」


　渡辺浩平の名と共に「柴田先生に渡すよう」と書き込みがあった。


「冗談じゃないっ」






「どしたんだ、お前……いつもなら二人前ペロリなのに」


　柴田は隣で大人しく鮨をつまんでいる江森の顔を伺う。


　二人はいつものように、マンションの近くの寿司屋でカウンターに席を取り、食事をしていた。柴田はダンガリーのシャツにベージュとエンジのアーガイルチェックのセーター、下は焦げ茶のコーデュロイのパンツといったカジュアルな服装で、先程からくつろいでいたが、江森があまり注文しないのに気づいていた。リラックスして酒が入ったせいか、いつも病院で勤務している時と違い、険のある切れ長の眼は潤み、頬もほんのりと上気している。描いたような細い眉、華奢な顎、高く通った鼻筋は冷たい雰囲気を人に与えることもあるが、今夜は穏やかで艶めいていた。


「また腹でも痛いのか？」


　急性虫垂炎で入院したときのことを思い出し、柴田は少し心配そうな顔になった。


「ウウン、午後から内勤だったしィ、おやつ食べちゃったから、いつもよりあんまし空いてないだけで。でも、ほら、ね？」


　江森は焦って二個同時に口に放り込んで見せる。


「……んならいーけど……」


　ふと、暗い眼になる。


「そーいや、今日、バレンタインだったよな……チョコでも貰って食ったんじゃねーか？」


「ンなコト、ないですッ」


　鋭い指摘にギクリとしたが、ブンブン首を振った。


「僕にはアツアツの恋人がいるって、みんな、知ってますからッ」


「……ホントかァ？」


　まだ疑わしそうだ。


「浩司さんこそッ、可愛いナースから貰いませんでしたかッ？」


「バーカ、俺がホモってみんな知ってるから、ンなコト、するヤツ、イネーよッ」


　が、実は柴田も一個だけではあるが、貰っていた。アタッシェケースの中に隠してあったが………。


　マンションにもどり、先に風呂に入った江森は、自分のモノを念入りに磨き立てた。


「今日は朝までヤルッ」


　大体、同棲を始めたとき、一日一回と取り決めたのに、皮肉にも一緒に棲んでからの方がヤる回数が少なくなってしまったのだ。離れ離れでいた時の方が、都合を必死でつけて会っていたせいもあるが……


「今週は貸しが六回もあるもんナ……」


　いささかノボせた顔で出て来た江森を、柴田は疑惑の眼で見る。


「お前……また何か、ワリーコト、考えてねーだろーな……」


「なに言ってんですかァ、浩司さんたら、ヤダナー」


　また焦ってブンブン首を振る。


「……ホントかァ？　クリスマスん時はよ……リボンでアレを縛るし……正月ン時は……」


「いいから、おフロ、入ってきてってばッ」


　無理やり柴田をバスルームへ追い立てると、こっそり冷蔵庫に冷やしておいた強精剤を二本、飲んだ。身体がカァッと熱くなってくるのを感じ、ニンマリしてしまう。すでにアレはスタートダッシュを待って、アイドリング状態である。


　寝室に入ると、ベットのすぐそばに柴田のアタッシュケースが隠すように置かれているのに気づいた。


「ヤダナー、こんなとこに……つまづいちゃうヨ」


　リビングへ運ぼうと持ち上げた瞬間、蓋の合わせ目から赤い物がはみ出しているのが見えた。


「え？」


　やはり見まちがいではない、リボンのはしっこである。


「まさか……チョコじゃない？」


　カッとなってベットに放り出す。悪いとは思ったが、蓋を開けてみた。


「……ア！」


　細長い箱が、かわいらしいピンクの包装紙に豪華なゴールドの刺繍のついた赤いリボンで飾られている。ベルギーの高価なブランドの名前が付いており、江森にも覚えがあった。１個づつ選んで箱に入れてくれるもので、ＯＬの本命ご用達ブランドだ。呆然と見ていると、柴田が寝室へ入って来て「ア！」と叫び、飛びついて蓋を閉める。


「………なによ、ソレ、浩司さん」


　咎めるような声で言いかけると、


「バカッ、勝手に、開けるなッ」


　柴田の方が顔を真っ赤にして怒りをあらわにしている。


「……え？」


「……お前のコト……オドカそーともってたのに……」


　柴田は首まで赤くなって、横を向いた。


「え？　え？」


　一度閉めた蓋を開けると、視線を合わせないように俯いて、


「……コレ……お前に」


　蚊の鳴くような小さな声で言いながら、チョコの箱を取り出し、江森の胸に突き付ける。


「えーッ、浩司さんッ！　僕に……くれるの？」


　ますます真っ赤になって、コックリうなづいた。


「浩司さん……」


　江森は感激のあまり、涙が出そうになった。


　リボンを外し開けてみると、かわいらしいトリュフが十個並んでいて、ピンクのハート型のカードが添えてある。『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＹＯＵ』と書かれていた。


「浩司さん……嬉しいヨ、僕」


「甘い物、嫌いじゃねーか？」


　柴田は俯いたままで言う。


「ううん、大好きだよッ」


　いきなり一個、摘まむと口に入れた。


「スッゴイ、オイシー」


　続けてどんどん口に入れるので、柴田は「い、今、食べなくても、いーんだぞ？」と焦る。


「ううん、今すぐ、食べたいヨ……浩司さんの気持ちだモン、これ、高いんでしょ？　浩司さんがワザワザ、買いに行って、選んでくれたんだモン……食べなきゃ、バチがあたっちゃうヨ」


　口一杯にほおばって、いとおしそうに見詰めるので、柴田はいささか困惑気味だった。


　実はそのチョコは三病棟の近藤ナース長に貰ったものだったのである。


　夕方、日勤で帰り支度をした近藤ナース長は、ナースステーションにいた柴田を休憩室のカーテンの陰に呼び寄せた。そして「これは三病棟のみんなからです」と、くだんのチョコを手渡したのだ。


「……あ……ありがとう」


　ボソッと言って、リボンに手をかけたのを近藤ナース長は「違いますよ」と制する。


「え？」


「これはネ、柴田センセ、アナタから江森さんにあげる為の物です」


　近藤ナース長は三病棟の柴田ファンクラブの会長で、二人の仲を知っていた。若い頃は文学少女であったが、最近はミステリーマニアで、直木賞を取ったホモっぽい主人公を好んで書く女流ミステリー作家にハマッてからは、ホモにも興味を持ち始めていた。柴田と江森のカップルは、近藤ナース長の知的好奇心をいたく満足させていたのである。


「センセ、チョコとか用意してないでしょ？」


　柴田は耳まで真っ赤になった。


「だめですヨ、そんなことでは」


　近藤はチッチッと指を立てる。


「一緒に暮らし始めるとマンネリになりがちです。こーゆーイベントを大切にして、盛り上がりを演出することが長続きのコツなんですよ？　私の経験から言ってもそうです」


「……ハァ」


　柴田は大人しくうなづく。このナース長にはすべて見通されているので、逆らえない。


「何事も先達はあらま欲しきかな、です」と近藤は話を締めくくり、元文学少女の片鱗を見せたのだった。


　バクバクと食べ続けている江森に、本当のことは言えなかった。それにひどく江森が感激してくれたので、柴田も胸が一杯になる。


（こんなコトで喜んでくれるなんて……）


　食べ終わると江森は柴田を抱き寄せ、「オイシカッタ……さー次ぎは浩司さんだヨ」と囁く。


「……え」


「早く食べさせてヨ、浩司さんのかわいいアレ……」


　江森の興奮もかなりだったが、一週間も間が空いたこともあり、柴田もいつになく大胆になってしまった。いつもは舌で責められると身体をくねらせて逃げたりするのだが、今日は江森が口に含むと、腰を突き上げ、江森の髪に手を入れ、自ら押し付ける。


「アアッ……もっとっ……食べてッ！」


（浩司さん、ダイターン）


　江森は嬉しくなった。達したあとも、苦しそうに身体をけいれんさせながら足を開き、秘部を晒け出す。


「早くッ……中へッ」


　淫らな眼で誘うので「浩司さんッ！」と叫び、グイと押し入った。


「アウウウウッ……五月ッ……」


　柴田は体内に熱いカタマリを感じ、呻く。


「お……お前ッ……きょ、きょうは……なんだよッ、ウウッ……太……ッ」


　さっき飲んだ二本の強精剤の御利益に違いないと、江森は内心ほくそ笑んだ。


「そう？　しばらくヤンなかったから、浩司さんのナカ、狭くなっちゃったんじゃないの？」


　シラッとして耳元で囁いた。


「バカッ、ンなワケ……ね……ウウッ……スゴ……イヨッ」


　喘いで、江森の背にしがみつき、


「ア……ウウッ……スゴい……ッ」


　うわ言のように繰り返す。嬉しくなって、入れたまま、腰を回すと「アアア……ッ、ダメッ……動くな……ッ」と叫ぶが、自分も腰を使い始めていた。


「浩司さんたら、ヤダナー、自分で動いてんじゃない……ホント、スキだねー、僕の太いの」


　嬲るような事を言うと恥ずかしがって乱れるので、ワザと言うと、


「アアッ……ハァ……ンンッ」


　案の定、柴田の動きが激しくなる。背を反り返らせて深くまで取り込もうとするので、肩に手をかけ、力を込めて根元まで捩込んだ。


「アアアアッ」


　悲鳴に近い声があがる。


「アア……ッ、またッ、イクッ」


　手を伸ばして握った瞬間、熱い想いが放たれる。続けて追い上げられるといつもだとグッタリしてしまうのに、柴田は気丈にも「五月……愛してる」としがみついて来た。


「俺のコト……もっと愛して……」


　潤んだ眼で見上げるので、


「浩司さんッ、愛したげるよッ」


　腰を抱えると、大きく動き始めた。殆ど先端だけを残して抜くと、力いっぱい、打ち込む。繰り返していると、柴田は苦しそうに顔を歪めながらも時折フッと、官能に満ちた笑みを見せる。


「もっと、イイ顔、見せてッ」


　自分でも少しＳの方だなと思うが、この苦しげな顔がまたイイのだ……動きに力が入ってしまう。すると、柴田の内部がまた攣縮し始めた。


「アアッ、サイコーッ、気持ちイイッ」


　柔らかい壁が自分のモノに纏わり付き、ヒクヒクとリズミカルに締め上げる。まるでクチで吸われているようだ………。


「いいッ、浩司さんッ」


　頂上が見えて来た……江森の動きのピッチがあがる。


「もうじきだよッ、ガマンしてッ」


　柴田は激しい動きに身を委ね、眼をつぶって耐えていた。と、江森の動きがピタリと止まった。


「………ア？」


　困ったような声を出し、そのまま動かない。


（……イったのかな？）


　が、いつものように内部でドクンドクンと脈打つ様子もない。次の瞬間、胸に熱い液が滴るのを感じ、


（え？）


（……ヌイてないんだから……ココにトぶわけ……ネーよナ……）


　うっすらと眼を開けてみると、自分の身体の上で江森が片手で鼻と口を押さえ、困惑している。指の間から鮮血が滴っていた。


「オ……ッ……オマエ……」


「浩司さーん……」


　情けなそうな声で江森が言う。


「……僕……ハナヂ、出ちゃった」


「ワアッ」


　柴田は焦って江森の下から身体を引き抜くと、生まれたままの格好でバスルームへと走った。


「動かないでッ、そのまま寝てろッ」と走りながら叫ぶ。タオルを冷たい水に浸し、持って帰って来ると、江森はベッドに俯けになり、下を向いて後頭部を大きな手でバシバシとハタいている。


「バカッ、お前ッ、何、してんだよッ」


「は？」


　江森は片手で鼻を押さえながらこちらを見上げる。普通であれば笑いたくなる程、情けない格好ではあったが、柴田は青い顔で、「下を向けッ」と言う。　


「なに、バカなコト、してるッ」


「えー、こうすると、ハナヂって、止まるんでしょ？」


「このドアホッ、んなワケ、ネーだろッ、迷信だよッ！　てめー、ＭＲなんだから、少しは科学的にものを考えろッ」


　口は悪かったが、表情は心配そうだ。江森の顔に冷たいタオルをそっと押し当て、サイドテーブルからティッシュのボックスを持って来ると鼻に詰め始めた。


「鼻出血はッ、下、向いてッ、鼻根部を冷やすんだッ、そーすっと、血管が収縮すッから……」


　更に冷蔵庫からアイスノンを取り出し、タオルの上に乗せる。


「どうだ？」と顔を覗き込んだ。


「上を向いてみろ、で、喉の奥に、なんか、流れてくるか？」


「……ウン……気持ちわるーい……」


　両側から指で圧迫してやっても、変化はない。


「……毛細血管が切れたんなら……冷やして圧迫すればそのうち止まるけど……鼻出血って、細動脈からの出血が多いからな……」


「え？」


　柴田は困ったという顔をした。


「……よーするに、なかなか止まんねーんだ、これが……」


「ゲーッ」





　結局三十分立っても出血は止まらず、二人は連れだって、大学の救急外来を訪れた。


　耳鼻科の当直は四十歳近いさばけた美人の佐野という女医だった。ポパイに出てくるオリーブのようにすらりと痩せ、ショートヘアに両耳には大きめの金のピアスをつけている。


「アラアラ」


　江森を処置椅子に座らせると、手早く処置を始める。


「もー、今夜はあなたで四人目よォ」と言う。


「どうせ、貰ったチョコでも沢山食べて、そのあと、激しい運動、したんでしょォ？」


　特別な病気を除けば、若い男の鼻血など原因はバレバレである。側に付き添っていた柴田は真っ赤になってしまう。


「カカオには興奮作用と血管拡張作用があるしね」


　佐野は続ける。


「それに加えて、スタミナドリンクとか飲んでると、アルコールは入ってるし、カフェインは入ってるし、なまじなコトじゃ、止まんないわよォ」


　図星であった。


「キーゼルバッハよりも後鼻腔だったので、止まりづらかったのね」


　出欠部位を確認すると、スポンジのようなものを鼻腔に詰め込む。「ボスミン」と言って、看護婦からシリンジを受け取ると、スポンジに薬液を注入する。すると、膨れ上がって、内部から圧迫する状態になった。


「おもしろーい、フッシギー」


　人事のように関心するので、佐野は江森の無邪気さが気に入ってしまった。が、柴田は、「……お前……ワリーこと、考えてねーだろーな」と囁く。


「ヤダナー、浩司さん……ンなワケ、ないよォ」


　慌てて江森は否定するが、もちろん、「アソコに入れたら」などと考えていたのであった。


　ハンサムが二人、仲良さそうにしているので、佐野は結構楽しかった。無論、佐野は二人が恋人同士などとは思いもよらない。柴田が親切にも友達に付き添って来てやったと思っているので「ハイ、終わりヨ。後はお願いね」と、柴田に宣言する。そして、江森の方には、「もう、今日は大人しくしていないとダメよ」と、小さな子に言い聞かせるように付け加えた。


「ハイ」


　柴田が神妙に返事をする。


「浩司さん？」


　椅子から降りて側へ行くと、柴田は俯いて「ごめんな」と言う。


「え？　なんで浩司さんが謝んのさ」


「だって……俺のせいだもの……」






　マンションに帰ると、柴田は、「お前が……俺のチョコ、無理して食ってくれたから……」と暗い声で言う。


「ンなコト、ないよッ、食べたかったから、僕、食べたんだヨ？」


「でも……ゴメン」


　しがみついて来るので、江森はいとおしくてたまらない。抱き締め、仰向かせて深く口付けを交わす。


「浩司さんッ、僕、我慢できないッ……さっき、イッてないしサ……イッカイだけ、しよ？　ね？」


「五月……」


　柴田は潤んだ眼で江森を見詰める。そして手を伸ばして、服の上から江森のモノをさすり始めた。


「こッ……浩司さんッ」


（今夜はダイターン）


　が、更に大胆発言が柴田から飛び出した。


「……俺……く、くちでしてやる……よ……」


「え、ええッ？」


　柴田は真っ赤になって俯く。


「……だ、だってッ、動くとまた出血、しちゃうからッ……お前、動いちゃダメだッ……お、俺、くちで……お前をイカしてやる……」


　ベッドに移動し、全裸になると、柴田は気遣わしげに江森の背に枕をあてがい、横たわらせる。「動くなよ」と、命令し、江森の足の間に身体を滑り込ませた。そして股間に顔を埋め、細い指でもう熱くなっているモノの根元を持つと、小さな口に含む。


　柴田が口でヤッてくれるのは二度目だった。江森は感激してじっと柴田を眺める。


　ぎこちない舌の動きは却って初心で新鮮だ。細い眉をひそめ、眼をギュッとつぶり、必死で江森の太いモノを口にくわえている……病院ではナースや研修医に厳しく指示を与えているのに、今はひざまづいて自分のアソコにドレイのように仕えているのだ……そう思うと、どんどん高ぶって行く。


「浩司さん……気持ちイー」


　柴田は片肘をついて身体を支え、もう片方の手で根元を握り、頭を前後に揺らしながら刺激を与え続ける。暖かな息と舌の滑らかな動きを局部に感じ、江森はもうイきそうだったが、必死で堪える。少しでも長く、柴田を見ていたかった………江森のモノは柴田の口には大きすぎて、初めての時も苦しそうにしていて、その後あまり自分から口でヤるとは言わないので、江森も特にヤッて貰おうとは思わなかった。が、この表情は………タマらないと江森は思う。頬は桜色に上気し、太いモノが口に充満しているので時折苦しそうに喘ぐ。その度に鼻孔が僅かに開き、小鼻がヒクつく。


「カワイー……」


　ふと、柴田の喘ぎが大きくなり、身体が揺れ始めたのが分かった。


「浩司さん？」


（苦しいの？）


　頭を少し起こしてよく見ると、身体を支えている方の腕が不自然に曲げられている。腕の動きに連れ、身体が揺れている……。


「浩司さんッ！」


　江森はガバと跳ね起き、顎に手をかけ、引き抜く。


「え？　え？」


　何が起こったのか分からず自分のモノを握ったままの柴田の両肩に手をかけ、レスリングのフォール状態で押し倒す。腰を抱えると、後ろにたぎるモノを押し当てた。


「ダ、ダメダッ」


　やっと事態に気づいて、柴田は拒絶の声を上げる。


「イレるよッ、僕ッ！」


　柴田の唾液でたっぷり濡れているので、スルスルと飲み込まれるように入ってしまう。


「アアアアッ」


「い、いッ、浩司さんッ」


　腰を使い始めると、柴田は必死で江森の胸を手で突っ張る。


「ダメだッ、また出血するぞッ」


「だって我慢出来ないよォッ、浩司さんの顔、イロっぽすぎるッ、イッカイだけ、ネ？」


　江森は胸の中で暴れる柴田を抱き込めると、かまわず動き続ける。


「浩司さんだってッ、自分でイジってたじゃないッ」


「……あ」


　柴田の頬がカッと上気する。それがまた、かわいくて、


「ダメだよォ、自分でしちゃあ、僕がしたげる！」


　手を伸ばし、張り切ったモノを擦り始めた。


「アアッ……五月ッ……い、いいッ」


　先端は既に潤っており、江森が指を這わせると、トロリと愛液が滴る。


「感じてたんだ……僕のシャブッてる時……」


「……ウン」


　恥ずかしそうに頷くので、


「ウレシーヨ、浩司さん……」


　口付けると、強く扱き上げた。


「アア……ッ……イイッ」


　柴田が背を反り返らせたので、内部が収縮し、江森を根元から締め付ける。


「イイよッ、浩司さんッ、上のクチもいいけど、下のクチもサイコーッ、アアアアッ……」


　こうなるとイッカイで済むはずもなかった。






　朝方早く、再び救急外来を訪れた二人を見て、佐野は呆れたという顔をした。


「言い付け、ちゃんと守んなかったんでしょ！　ダメねー」


　処置をやり直し、スポンゼルを入れ替る。そして柴田に「どの位、出血したの？」と尋ねる。


「……二百㏄も出てないと思います」


「でもまあ、止血剤でも点滴、しときましょか？」


「……お願いします」


　点滴の指示を書き、休憩室の方に「お願いねー」と声をかけると、カーテンをめくって現れたのは、なんと三病棟の近藤ナース長であった。


「オヤ、マア」


　近藤はひどく嬉しそうである。


「近藤さん！　何でココに！」


　江森がギョッとして尋ねると「救急外来、ナース長クラスは月いち、当直が廻ってくるんですよ」と、ニコニコしている。日勤から深夜勤務に入っていたのだった。


「まー、いい時にあたりましたね」


　言いながらもテキパキと点滴瓶に薬を詰め始める。


「一時間か二時間で終わりますけど」


　壁の時計を見る。


「江森さん、会社か出先に電話、入れといた方がいいんじゃないですか？」


　まだ時間は七時と早かったが、柴田が「俺、携帯電話、持って来てやる。ベッドからかけられっだろ」と、側ヘ来て見上げた。


「うん、車のブリーフケースの中」


　婦長に促され、点滴室のベッドに横たわる。手際のよい処置を受け、枕に頭を乗せて大人しくポタポタ落ちる点滴を見ていると、柴田がブリーフケースを小わきに現れた。が、なぜか、顔には怒りが溢れている。


「ア！」


　思い当たって、江森はガバと跳ね起きた。


「……お前……何だよ……これは」


　ドスの効いた声で言うと、ブリーフケースをベッドに投げ下ろす。開いていた口から赤やピンクや金色の紙が溢れ出た。


（ゲーッ）


「……チョコ……貰ったんじゃねーか……包み紙だけってコトは……お前……俺に見つかんないよーに食ったんだナ……」


「ゴメンネ、ゴメンネ」


　必死で機嫌を取ろうとしたが、柴田はもう、完全にキレていた。こうなると廻りは全く眼に入らなくなる。


「テメーッ……鼻血、出たの、あたりめーだっ、こんな食いやがってッ……俺ッ、俺のチョコのせーだともったからっ……く、くちでシたのにッ」


「浩司さんッ、シィーッ」


　人差し指を口に当て、眼で合図するが、近藤ナース長が嬉しそうに聞いていることにも気づかない。


「お前のッ、すっごくオッキクてッ、俺ッ、咽頭反射が強いのッ、我慢してヤってたのにッ」


「いんとーはんしゃ？」


「バカッ、すぐ、オエッてなっちゃうんだっ、俺ッ……それをッ……人の弱みにつけこんでッ」


　これではまるで、脅迫してヤらせたようで、人聞きが悪いこと、この上ない。ムッとして、


「こ、浩司さんだってッ、僕のシャブッてる時、感じてたくせにィ」


　つい、江森も反撃してしまった。


「ルセーッ」


　柴田は耳まで真っ赤になった。


「もー、アッタマ来たッ、なーにがアツアツの恋人がいるから貰ってないだッ、ウソばっか、つきやがってッ、いーかッ、もー当分、テメーとはヤんねーッ」


　踵をクルリと返すと、頭から湯気を立てんばかりにして、点滴室から出ていった。


　聞いていた近藤ナース長は新しい知識を得て、大満足であった。


（ホホゥ……柴田センセはフェラチオが苦手なんですネ）


　これだからホモの観察は止められない。点滴につながれ、ションボリとしている江森の側へ行くと「江森さん、大失態でしたね」と、声をかける。


「……ハァ」


　悲しそうに俯いているので、バシッと肩をたたいてやった。


「大丈夫、私がフォローしといたげますから」


「……ハイ」


　江森は少しホッとした。近藤ナース長に任せれば大丈夫だ。従順に「お願いします」と言う。


「三月十四日のホワイトデーが名誉挽回のチャンスですよ！　お返しに特別のものを贈るのが一番です」


　ふっふっふと近藤ナース長は含み笑いをする。彼女にはすでにアイディアがあった。


（上司が部下の女子社員に贈ったらセクハラですけどねえ……熱々の恋人になら問題ないでしょう）


　近藤ナース長の頭に浮かんでいるのは……。


（柴田先生はどんなセクシー下着が似合いますかねえ……選ぶのが楽しみですねえ）


　そしてそれは色々あって大変な騒ぎになるのだが、この時点では誰一人として想像も付かなかった。


　江森は嬉しそうな近藤ナース長の顔をじっと見つめた。


（そっか、ホワイトデーで挽回すればいいんだ！）


　近藤ナース長だったらなにかスッゴクいいアイディアを考えてくれるに違いない……「そうですね！」とニッコリした。単純な男なので、もう落ち込みから回復している。その顔を見ながら、これから一ヶ月たっぷり楽しもうと近藤は考えていた。







ＥＮＤ　　







恋人たちのバレンタインＭＡＸ








　渡辺（わたなべ）公平（こうへい）、二十二歳独身、今日、生まれて初めてバレンタインチョコを買う。


　憧れの男性・柴田（しばた）浩司（こうじ）に捧げるために。






　正月明けから渡辺は神奈川は厚木の営業所に配置されることになった。


　江森の所属する製薬会社「ホフマン＆フジ・ジャパン」西東京営業所に新人研修で配置された当初は、「いまどきの若者」として上司の眉間に深い縦皺を刻んだものだが、最近は「お軽いが、そこそこ元気で動きもいい」と評価されている。


　というわけで、ちゃんと送別会も開かれた。近くの居酒屋という安上がりなものではあるが、それでもルックスはジャニ系なので、若い女の子たちも出席し、それが目当てでおじさんたちも、と、かなりの賑わいになった。


「すごいじゃない、渡辺君、人気あるねえ」


　隣に座った江森はピッチャーからジョッキにビールを注いでやる。


　しかし当の渡辺は泣きの涙だ。


「江森先輩や柴田先生と離れたくないですう」


　ジョッキの持ち手を握りしめた。


　江森のほうは、柴田に懐いている渡辺をいささか疎ましく思っているので、ここで距離が置けるのは大歓迎だ。それでも一応後輩なので、「神奈川は隣の県じゃないか」と慰める。


「だって、寮もあっちなんですよ？　今までは毎日曜、先輩のお宅にお邪魔できたのにー」


　それが一番困るのだ。江森は内心ほっとしつつも「まあ、しょうがないよ」と肩を叩く。


「でも考えてみれば神奈川なら、日曜日のお昼には来れますね！」


「ちょ、ちょっと！」


　焦って江森はなにか言い訳を探す。


「そうだ、渡辺君、せっかくだから日曜にはゴルフを練習したらいいよ。ＭＲにゴルフは絶対必要だからね。厚木のあたりはゴルフコース、多いしさ」


「ゴルフかあ……確かに接待ゴルフ、しなくちゃいけないしなあ」


　柴田先生に好かれるＭＲになることも必要だ。


「そうですね、先輩、まずは一人前のＭＲになれるよう、頑張ります！」


　というわけで、渡辺は後ろ髪を引かれつつ、神奈川へと異動になったのだった。






　そして今日、渡辺は横浜元町にいる。同じ営業所の若い女の子にリサーチし、有名なショコラティエの店が元町にあると聞いたのだ。本命チョコはやはりそこで買うべき、とも。短い冬の日差しはもう陰って、クラシックな形の街灯には火が灯っている。だが異国情緒溢れるカラフルな敷石の歩道には昼にも増して若い女の子が溢れている。「Ｋ」のロゴで人気の鞄店の前には人だかりが出来ていて、渡辺の目指す店はその先だ。


　もちろん時節柄、その店も女の子で一杯だが、渡辺はそんなことに物怖じするたちではない。ショウケースのあちら側にいる女性に「人気のってなんですかあ？」と持ち前の天然ぶりを発揮する。


　これがムサイ男なら「キッモー！」と周りの女の子たちからブーイングを浴びるのだが、可愛いジャニ系は得だ。店員はにっこり笑って「お一つ味見を」とホワイトトリュフを差し出した。


「好きなのを選んで詰めるのでもいいし、こちらにはアソートタイプがありますよ？　カードも選べます」


　渡辺はトリュフの刺さったスティックを受け取り、もう一つ、質問する。


「ええと、送りたいんですけどー」


　もちろん、と店員は宅配便の紙袋と送り状を出した。


「この袋に入れて、宛名を書いていただければ、ここから送れます」


　渡辺はトリュフを味わい「美味しい！」と歓声を上げる。


「じゃあ、このトリュフの詰め合わせを一つ！　それと、カードはハート形のでお願いしまーす！」


　店員から渡されたハート形のカードに、渡辺は愛のこもったメッセージを書き付ける。


「柴田先生のマンションに送ったほうがいいかなあ、それとも……」


　病院で当直をしていると、不在で十四日に届かないかも知れない。


「営業所のほうが確かだ！　ボクってあったまいいー」


　宅配便の送り状に西東京営業所の住所を書き込み、宛名欄はもちろん江森五月だ。書き終わってまたはたと考え込む。


「先輩ったら、モテモテ男だから自分宛、なんて勘違いするかも！」


　それは駄目だ。もちろん江森先輩もなかなかいい男だが、やっぱり一番は柴田先生なのだから。


「柴田先生に渡してください」と書いたポストイットを貼り付けた。


「くーっ、ホワイトデーには絶対、会いに行こう！」


　もちろん「お返し」を期待してるわけではないけれど……忙しい柴田がクッキーを買って用意しているはずもないけれど……。


「すまなかったね、公平君、お返しを用意する暇がなかったんだ」


　耳元で囁かれたらどうしよう……あの少し冷たい眼でじっと見つめられたら……。


「くーっ、たまんないっすー！　渡辺公平、すぐにでも食べてもらいたいっす！」


　そう、ハート形のカードには「いつかボクのことも食べてね」と書いたのだった。


　支払いを済ませると、渡辺はルンルンで外へ出た。つま先でくるりと一回転したい気分だ。空はすっかり暗くなったが、街はディスプレイやショウウィンドウから溢れる光で逆に煌々と明るい。まだ食事には早い時間だが、人の流れは明らかに近くの中華街へと向かっている。


「なんか、小腹が空いたし、肉まんでも買って食おうかなー」


　渡辺は通りを横切ろうと、歩道から一歩踏み出しかけたそのとたん。


　いきなりクラクションがけたたましく鳴った。


「え？」


　すーっと目の前に停まったのは、季節外れのＢＭＷオープンカーだ。そしてハンドルを握っているのは……。


「コーヘイちゃん、だったっけ？　奇遇じゃない！」


　オネエ言葉で話すのは、切れ長の目に色白の細面、歌舞伎俳優といった雰囲気の男だ。茶髪をポニーテールにまとめ、真っ白い毛皮のハーフコートを羽織っている。助手席にはグラビアアイドルとも見まごうような、官能的美人を乗せていた。こちらはダウンジャケットの胸元から白い半（はん）乳（ちち）を覗かせている。


「花村（はなむら）さんじゃないっすかー」


　カリスマメイクアップアーティスト・花村恵（めぐみ）は期待に満ちた視線を辺りに投げかける。


「コーヘイちゃんがいるってことは、近くに柴田センセやエモちゃんもいるのかしら？」


「ざーんねんでしたー。ボク、こっちに異動になったんすよ。今日はボク、一人っす。それより花村さんこそ、どうしたんす？」


　すると隣に乗っていたグラビアアイドルが「んじゃね、ありがとう」とドアを開け、外に出た。


「じゃーねえ、またねえ」


　花村は渡辺に開いたままのドアを指す。


「乗んなさいよお、あんたも可愛いし、連れ歩くにはいいわあ」


　お軽い渡辺にとって特に断る理由はなく、そのまま素直に歩道から回って乗り込む。


「ちょうど赤煉瓦倉庫んとこで撮影の仕事だったのよお。今の子、なかなかいけるでしょお？　けど、プロデューサーにこのあと誘われてて、それってもち、食われちゃうってことよね？　だからあ、あたしに助けを求めたってわけ。あたしなら安全だし、恩も売らないじゃあない？」


　方向指示器を点滅させ、花村は車を発進させる。その間も口は休まない。


「まあ、花村さんはゲイっすからねえ」


「でしょお？　で、あたしとゴハン食べるってことにして、ここで落としてやったってわけ」


「へえー、花村さん、いい人じゃないっすかあ」


「女性に好かれなきゃあ、この世界ではやってけないしね。それにああいう女の子を侍らせてると、いろいろな男が群がってくるんで楽しいのよお。ま、見返りもあるってことね」


「さすが花村さん、奥が深いっすね！」


　花村はけたたましく笑う。


「いやあん、奥が深い、なんてえ。もっと言ってえ。ちょっと喘ぎを入れてくれると嬉しいわあ」


　ここに柴田が乗っていたら、ゲイの下ネタについていけず絶句したろうが、渡辺は平気だった。


「それより花村さん、この冬場になんでオープンカーなんすか」と文句を垂れる。


「すっげー寒いんすけど」


「いやあねえ、お洒落にはそれ相応の犠牲が付き物なのよ。カッコつけるためには、多少の寒さぐらい我慢しなさいよ」


「けど、花村さんは毛皮着てるからいいっすけど、ボクはスーツだけですからあ」


　渡辺のめげない天然に、花村はちっと舌打ちをしたが、しぶしぶ屋根を閉めることに同意した。


「ま、いいわ。けど、その代わり、これからちょっといいとこに付き合いなさいよ。あたし一人で行くより、二人のほうが楽しいし」


　もちろんお軽い渡辺に断る理由はなかった。


　ＢＭＷは高速道路を東京に向かって走り始める。


「うわー、久しぶりの東京だー、柴田先生に近づいてるー」


　歓声を上げる渡辺に花村は「ああら、あなたも柴田先生狙い？」と尋ねる。


「そうよねえ、あんだけ綺麗な子ってなかなかいないものねえ。あの綺麗な顔が歪むほど苛めてみたいわあ」


　ええっ、と渡辺は花村を見た。


「いじめるって？」


「あら、ちがうの？」


　渡辺の頭にはまるでそんな選択肢がない。きりきりと働く白衣姿、素っ気ない態度、ぶっきらぼうな言葉、すべてが好みだ。冷たくあしらわれると胸がきゅんとして……。


「いや、ボクのほうが苛められたいっす」


「んまあ、あんた、Ｍなのね？　それはよかったわ」


「へ？」


　などと言っている間に、新宿高層ビルが行く手に見えてくる。


　ＢＭＷは初台ランプを下りていった。


　花村は新宿南口に近いパーキングビルにＢＭＷを停める。すぐ前は靖国通りだ。


「ってことは、もちろん二丁目ですね！　イェイ！」


　渡辺は目を輝かせる。この前連れられて来たときには遊びが目的ではなかったのだ。今日こそ本当の意味での二丁目デビューだ。


「どこ、行くんですか？　またあのファイトクラブ？」


　花村は「違うわよー」とダッシュボードからサマンサ・タバサの真っ白い小型バッグを取り出す。


「もっとすごいところよ、コーヘイちゃん」


「ええっ、あそこよりすごいとこなんて、ほんっと、花村さんって奥が深いっすね！」


　ケラケラ、と花村の高笑いがコンクリートの天井に響いた。


「いいわあ、もっと言ってえ」






「えーっ、ここですかあ？」


　目の前には縦にずらりと店の名前の入った看板を掲げるごく普通の雑居ビルが建っている。以前のファイトクラブは同じ二丁目でも新宿御苑に近い物寂しげな一画で、ビル自体も古びていていかにも怪しい雰囲気だったのだ。


「なんか、ふつーのとこっすね」


「ふふっ、中に入れば驚くわよぉ」


　いわゆるペンシルビルで、ワンフロアに店一つ、といった建坪だ。奥のエレベータに入ると、渡辺は店の名が並んだ階表示盤を見上げた。


「四階よ」


「四階……『善悪の彼岸』ってとこすか？」


「うふふ、そうよ。いい名前でしょぉ？」


　もちろん店の名がニーチェの著作に由来するなど、想像もつかない渡辺であった。


「つまりねえ、人間の心の奥底に眠る感情は突き詰めれば善と悪の境を超えた……」


　などと言っているうちに、エレベータの扉が開く。


「ここよ、ここ」


　花村が扉に近寄った途端、「いらっしゃーい」と甲高い声が響き、ぱっと扉が開いた。


　すさまじい音量のディスコミュージックが流れ出す。


「きゃーっ、花村さん、久しぶりぃ」


　出迎えたのは筋骨逞しい中背の男だ。ぴっちりとしたＴシャツに細身のジーンズを履いている。


「ショウタイムには早いと思ったんだけど、ここんとこご無沙汰でさぁ、早く来たかったのぉ」


　花村は常連客の口振りで男に話しかける。


「でね、チェリーボーイを連れてきたから、よぉっく指南してあげて？」


　あら、と男は渡辺に視線を移す。


「んまあ、いかにもチェリーちゃん！」


「へ？　ボクんことっすか？」


　そこは奥のフロアがいちだんと高くなっている、いわゆるショウパブ形式の店だった。


「まあまあ、詳しい話は、あ・と・で」


　筋肉男は花村と渡辺の手を引いて、テーブルへと向かった。


「坂戸（さかと）ちゃん、適当に混ぜてお願いね。この子はＭだそうよ」


「あら、じゃあタネちゃんがいいかしら？」


　タネちゃん？　と花村は首を傾げる。


「新しい子なの。種村（たねむら）一樹（かずき）って言うんだけど」


　ここで坂戸は声のトーンを落とす。


「ここだけの話、ちょっとあれなのよぉ。あたしは苦手かなー？」


「あら、坂戸ちゃんが苦手だなんて、だったらこの子には合わないかもよ」


　二人はひそひそと額を集める。


「ちょ、ちょっと、ボクも混ぜてくださいよー」


　ぷう、と渡辺は頬を膨らませる。


「いいの、チェリーちゃんはあたしたちに任せなさい」


　花村は言い放つと、「それよりなにか、美味しいものを持ってきて」とオーダーする。


「え、なんか食わせてくれるんすか？」


　色気より食い気、と渡辺は目を輝かせる。


「ボク的にはピザとかがっつり食いたいっす！」


　坂戸は「いやあ、なんかこの子、かわいー」と身を捩った。


「でしょう？　しかも天然ものなのよ」


　花村もくすくす笑う。


「このこと同じくらい、じゃない、もっと超天然のしかも超美形がいるんだけど、いつか連れてきたいわあ」


　やがて時計の針が進み、そこそこ店は一杯になる。客層はサラリーマンやラフなジャケットにトラウザー、ちょっとガテン系などさまざまだ。二丁目の店ではごく当たり前のことで、花村が特別ディープと評した理由が解らず、渡辺は首を捻る。オネエ言葉のホストたちも二丁目なら当たり前と言えば当たり前だ。ただ、妙につっけんどんな物言いだったり、タカビーだったりするものも混じっているのが妙と言えば妙だった。


「花村さあん、どこがディープなんす？」


　隣の花村に尋ねても、「まだ夜はこれからよ。お楽しみもね」とつれない答えだ。


「もうちょっと待ってなさい、面白いことが起こるから」


　ビールを飲み、きょろきょろ辺りを見回している渡辺の視線がふと、扉から入ってくる新しい客に留まった。


（あれ……どっかで見たような……）


　壮年代のその男はがっしりとした体躯をいかにも上等な仕立てのスーツで包んでいる。黒々とした髪を撫でつけ、なかなかの濃い男前で、ここではないよその店なら（つまり二丁目のディープな店でなければ）ヤッチャンとも見間違えられそうなオーラを発している。


（なんか、危ないオッサンって感じー。けど、やっぱどっかで見たような……まさか同業者？　でなければ営業先のドクターかな？）


　男は悠然とした足取りで店内をこちらへとやってくる。すぐに数人のホストが席を立って、男を出迎えた。


「カンザキさあん、おひさー」


　カンザキと呼ばれた男は鷹揚に手を挙げる。そして席に着いた。すぐにテーブルには超高級ブランデーのボトルが運ばれてくる。


（うわー、羽振りがいい！　どっかの会社の部長さんかなあ）


　なんにせよ、柴田先生以外の男性にそれほど興味は持てない。


　渡辺はさっさと視線を逸らした。と、その時。


　店内が暗くなり、青や赤のレーザー光線が乱れて交錯する。ドロドロとパーカッションの音が響いた。


「ボーイズアーンドジェントルメン！　イッツショーウターイム！」


　どうせオカマやニューハーフの踊りと歌だろう、と渡辺はビールのジョッキに手を伸ばした。その手の店は、接待の二次会でさんざん訪れている。


　しかしぱあっと明るくなったステージに目を戻した渡辺はあっと息を呑んだ。


　そこには世にも不思議な光景が広がっていたのだ……。





　三十分ほどのショウタイムが終わると、渡辺は乾ききった喉に冷たいビールを流し込んで、ほうっと息をついた。


「すごいっす、花村さん、やっぱこの世界は奥が深いっすねー」


　舞台で鞭をふるっていたホストが何食わぬ顔でテーブルに戻ってくる。さっきまで罵っていた口で、「メグミさあん、追加、頼んでいいかしら？」と媚び媚びのおねだりだ。


「いいわよ、アザミちゃん、ボトル一本ね。それより鞭の使い方、ずいぶんと上達したじゃないの、テーブルのお客さんで喘いでたの、三人ぐらいいたわよ？」


　アザミという源氏名のホストは、筋肉質の身体、刈り上げた頭にフレディ・マーキュリー風の口髭を生やしている。両手で頬を押さえ、「メグミさんのおかげよ」とにっこりした。


「けどねえ、ちょっと言葉責めの時、語彙が貧困だわ。Ｓってのはね、想像力と知力が必要なのよね。あんた、どっちも欠けてるし」


　アザミは「えーん、厳しいわあ」と泣くマネをしてみせる。


　渡辺は唖然として見ていたが、「そうなんすか？」と花村に尋ねた。


「そりゃそうよ、カスとかボケとか罵るのは簡単だけど、おんなじ言葉の繰り返しじゃねえ。いろんなシチュを考え出すのがＳの鏡なのよ」


「なーる……じゃあボクは無理っすね。ボク、あんまり頭よくないっすから」


　江森先輩も駄目だ、と渡辺は思った。


（先輩は頼りになるけど、筋肉系だもんな……よく柴田先生に怒られてるしな）


　やっぱり柴田先生はＳだ、と渡辺は結論づけたのだった。


　そして時は流れ……。








「さ、五月、もっと緩めてくれっ、きついよっ」


　柴田浩司はシーツの上で痛さに身を捩った。革製の下着からちょっぴり頭を出したそれは濡れて光り、刺激を求めてぴくんぴくんと首を左右に振る。


　黒革のセクシー下着は、江森がバレンタインデーのお返しにと贈ったものだ。ホワイトデーにはいろいろあり、革の下着を付けたプレイもした。そしてその下着を付けたまま、柴田は病院へ行き……さらにいろいろあった一日の終わりの夜のこと。


「さっき充分緩めたよ？」


　Ｓのケがある江森五月は笑いながら柴田に覆い被さり、濡れた窪みを指でつついた。


「く……っ」


　モノの体積が増したために、ちょうどくびれのところに革が食い込む。それだけではなく、三角形の革はテントのように高く張り、その結果、腰に回っている紐が引っ張られ、Ｔバックの後ろの紐もきりきりと締まる。蕾に革紐が食い込み、柴田は「痛いっ」と叫んだ。


「お前っ、俺はジじゃねーけど、キレジみたいに痛いよっ」


「わっ、大事なとこが切れたらたいへんだね」


　さすがに江森も慌て、脇紐のベルトを緩め、下着を取り去った。


「うー……」


　柴田は額の汗を拭うと、自分のモノを触って傷がないかどうか確かめる。長い指で前から秘部に触れてみた。


「う、だいじょぶみたいだ」


　自分の上の心配そうな顔を睨む。


「お前さー、やりすぎだよっ」


「だって浩司さん、いつも握ってって言うじゃないか、少しきついぐらいがいいんでしょ？」


　絶頂の寸前で口走ることを今聞くと恥ずかしい。柴田は真っ赤になったが、それでも言い返す。


「そりゃ言うよ！　けど、少しでいいんだよ！」


　諍いのあいだにモノも萎んでしまっていた。やれやれ、と柴田は身体を起こす。


「ええっ、浩司さん、しないの？」


「するけど、その前になんか食おうぜ。俺さあ、アソコが痛くて、昼飯も食えなかったんだからな」


「えーっ、そうだったの！　ごめん！」


　またしても江森は大反省をした。


（僕は浩司さんの奥さんだものね。旦那様の健康を第一に考えるのは義務だよ）


　慌ててベッドから下りると、スリッパに足を突っ込んだ。


「冷蔵庫に何かあったかな。僕、作るよ。外へ行くより早いし」


「つか、すぐやりたいんだろ」


　柴田に図星を指されたが、江森は「えへへ」と笑ってごまかす。


「確か冷凍の讃岐うどんがあったっけ。で、レトルトカレーもあるから、カレーうどんなんてどう？　ご飯炊くよりすぐできるよ？」


「……それ、すごくいい」


　お許しを得て、江森はキッチンへ飛んでいく。柴田は独りベッドルームに残された。ふう、とため息をついて起きあがる。シーツの上に放り投げられた状態のセクシー下着を指でつまみ上げた。


「もう、あいつの考えることって……時々ついてけないよ……」


　恋人同士、ベッドの中ならどんな行為も情熱の波に押し流されて出来るが……。素に戻ったときの恥ずかしさといったら……。


「普通、こんな下着、死んでもつけねーよ」


　やれやれ、と柴田はワードローブの棚からいつもの下着を取り出して身につけた。ズボンに足を突っ込んだところで、枕元の江森の携帯が鳴り出す。


　手に取ると、柴田はキッチンへと向かった。


　キッチンでは江森が大きな鍋にお湯を沸かしているところだった。


「ほら、携帯、鳴ってるぞ」


「ありがと、浩司さん」


　しかし液晶を見たとたん、江森は渋い顔になった。


「うわ、渡辺君だ！」


　お邪魔虫渡辺からの電話だ。切ってしまおうか、と考えたが、そうするとあとが大変だ。必ず「先輩、エッチの最中でしたあ？」などとまくし立てるのだ。結局、電話に出ることが一番無難だと結論づける。


（それに厚木からだろうから、今から邪魔には来ないだろう）


　着信すると携帯を首に挟み「なんだい、渡辺君」と応じる。


〈先輩ー、お久しぶりっす〉


　この時点でまた危険を認識せず、冷凍庫からうどんを取り出しながら「久しぶりだね」と答えた。


〈ねえ、先輩、柴田先生にチョコ、渡してくれましたあ？〉


「え？」と聞き返した瞬間、江森ははっと思いだした。


（そうだっけ……）


　もちろん柴田に手渡すはずなどない。営業所の女の子たちからもらったチョコと一緒に食べてしまったのだ。だがそうは言えない。


「う……」


〈ボク、ホワイトデーのお返し、すっごく期待してたんす。けど、連絡ないし……先輩、まさか渡し忘れたんじゃないでしょうね？〉


　鋭い指摘にまた江森は絶句した。


〈ひょっとしてビンゴっすか？　ひっどーい、先輩！〉


「ちょ、ちょっと、違うんだ、渡辺君、ちゃんと渡したよ」


　その場しのぎの嘘をつく江森である。だがその嘘が新たなトラブルの種になったのだ。


「おい、沸騰してるぞ」


　背後から柴田の声がして、慌てて振り向くと、鍋の湯がぐらぐらと煮え立っている。


「わ、とりあえず渡辺君、あとでかけ直してよ」


〈そんなーっ〉


　なにやら複雑な話なのかと、柴田は江森に手を差し出した。


「俺が持っててやるから」


　ガスを止めるのが先決、と江森は携帯を柴田に渡す。冷凍うどんを持ってコンロへと向かった。柴田は携帯を耳に押しつける。


「ちょっと待っててくれ、渡辺君」


〈ひょっとして柴田先生っすか、やったー！〉


　柴田の声を聞いて渡辺は有頂天になった。


〈先生、ボクのチョコ、食べてくれました？〉


「は？」


〈ボク、江森先輩に送ったんすよ、先生へのバレンタインチョコ。ちゃんと渡してって。元町の有名なお店で買ったんす。営業所の女の子に本命だったら絶対そこって聞いて。でね、カードも……〉


　柴田は「ちょっと待ってくれ」と渡辺の言葉を遮った。


「そんなの、俺、知らないけど」


〈わーっ、やっぱ、江森先輩、ボクに嘘ついたーっ〉


「うそ？」


〈ちゃんと渡したって言ったのにい、ひどいですう、せんせいー〉


　涙声の渡辺にさすがに柴田は哀れみの念を覚えた。


　長箸でうどんを掻き混ぜている江森を睨む。


「お前さー、渡辺君のチョコ、どうしたんだよ？」


　訊いたあとでふと柴田は思い出す。


（あのときは……俺にも嘘をついたんだっけ）


　そう、バレンタインデーの日。営業所でもらったチョコを江森はマンションに帰る前に全部食べ尽くし、柴田には「一個ももらわなかったよ」と言ったのだ。


「ひょっとしてお前、食べたのか？」


　切れ長の眼ですごまれ、江森は「うん」と答えてしまった。


〈ひどいー、あんまりだー〉


　携帯から悲鳴が上がり、江森は「切ってなかったの？」と慌てる。


「切ってねーよ。つか、お前さあ、後輩にそんな意地悪、するなよ」


「だって浩司さん、カードに……」


「なんて書いてあったと思う？」と言い返そうとして、江森は続く言葉を飲み込んだ。これ以上、渡辺に掻き回されたくない。


「とにかく謝るよ、渡辺君」


　手の空いている柴田は代わりに携帯に頭を下げる。


「今、ところでどこにいるんだ、渡辺君は」


〈マンションの前ですう〉


「じゃあ、上がってこいよ、江森の奴にも謝らせるから」


「ええっ？」


　シンクに鍋を運んでいた江森は大声を上げた。


「だって、お前がわりーんだろ？」


　再びねめつけられ、江森は「うん」とうなずくほかはなかった。






　部屋に入ってきた渡辺はさっきの涙声はどこへやら、満面の笑顔で柴田に抱きついた。


「柴田先生、お久しぶりです、会いたかったですう」


「わ、な、なに…」


　渡辺の行動は予測が出来ないことをすっかり忘れていた。思いっきり体重を受け止め、よろよろと後ろへ下がる。ちょうどそこにいた江森にぶつかった。


「ちょっと、危ないよー」


　どんぶりと箸の載ったお盆がぐらりと傾いだが、なんとか江森はバランスを崩さずにすむ。しかし渡辺は柴田に抱きついたまま、つーんと江森から顔を背けた。


「先輩、ひどいっす！」


　がっしと自分に絡みついた腕を引きはがしつつ、柴田は「そう言うな」と取りなす。


「それより、これから俺たち、カレーうどん、食うんだけど」


「えっ、カレーうどんですかあ？　美味しそうー！　ボクも食べたいす」


　柴田はなんとか自由になると、リビングへと歩いていく。そこではすでに江森がロウテーブルに置いた鍋からうどんをどんぶりによそっていた。


「五月、渡辺君も食いたいって。渡辺君の分、あるかな？」


　もちろん五人分のうどんを茹でていたので、江森は渋々うなずいた。


（なんか、浩司さん、渡辺君にやたら優しいよな……最初はすごく苦手にしてたのに）


　いつもならここでひどくやきもちを妬き、柴田を責める江森であるが、今夜は分が悪すぎる。ぐっと言葉を飲み込むと江森はもう一つどんぶりをキッチンから持ってきた。それでもいささか乱暴にどんぶりをロウテーブルに置く。


「ほらっ」


「うわ、ボクの分っすね！」


　渡辺はスーツの上を脱ぎ、さらにネクタイを外す。まさに臨戦態勢だ。鍋からうどんを長箸ですくい上げ、どんぶりへと移す。


「美味しそうですう、江森先輩！」


　そう、渡辺は柴田に次ぐ天然だったのだっけ、と江森は諦め、黙々とレトルトカレーをうどんにかけた。どんぶりにはうどんのつゆも半分ほど入っているので、よく混ぜればカレーうどんの出来上がりだ。


「はい、万能ネギをお好みでね。あと、福神漬けも結構あうよ」


　薬味の皿も出すと、三人は「いただきます」と手を合わせた。


「このうどん、すごくシコシコしてて美味いなー」


　柴田はうどんを啜ると、感心して箸を止める。


「でしょ？　これ、ネット通販で現地の製麺所から買ったんだよー」


　得意げに言う江森に渡辺は「さすが、先輩」とすっかり機嫌を直して持ち上げる。


　しかし続く言葉に江森はうっとなった。


「カレーもレトルト、おつゆもつゆの元、で、冷凍うどんなんて、超お手軽でこんだけ美味いなんて」


　むっとする江森に、柴田が助け船を出す。


「まあ、俺ら、時間が不規則だから、普段はこうでないと駄目なんだよな」


　しかしそう言ったあと、心の中で首を捻った。


（な、なんで俺が渡辺君に言い訳しなきゃなんないんだ？）


　渡辺と知り合ったころは、江森が柴田と渡辺の中に立ってフォローをしていたものだったが……。三角形は微妙に形を変えているのだった。


　それでもカレーうどんは絶妙な味で、三人ははふはふ言いながらうどんを啜った。


　やがて渡辺はどんぶりを傾け、汁も飲み干すと「ふうー」と息を吐く。


「ごっそさまー！」


　猫舌の柴田は呆れて渡辺を見る。


「渡辺君、食べるの早いねー」


「へへーっ、特技ですー」


　江森ももちろん三人分のうどんを盛っているので、まだ食べている途中だ。


　食べるのに忙しくて沈黙を保っている江森の前で、「ところで」と渡辺は話を蒸し返す。


「ボク、ホワイトデーを生き甲斐に、この一ヶ月、生きてきたんすよ」


　ホワイトデーにはお返しをしなくてはいけなかったのだ、と柴田は気がついた。


「ごめん、渡辺君、なにも用意してなくて」と慌てて謝る。謝ったあとで再び首を捻った。


（なんで俺が？）


　だいたいチョコのことを知らなかったのだから、お返しだって用意しているはずもない。


（半分は江森のせいだ）


　しかし渡辺は「そんな、ボク、お返しが欲しくてあげたんじゃないす」と答えた。


「柴田先生に食べてもらえばってー。けど、それも適わなかったなんて悲しいですう」


　大きな眼で見つめられ、柴田はうどんを啜る手が止まってしまった。食べているところを見られるのはひどく苦手なのだ。小学校の給食以来のトラウマである。


「ううう……わ、渡辺君、お返し、用意してなかったけど、で、チョコも食べなかったけど、江森が俺の代わりに食べたんだと思って、お返し、俺がなんとかするから」と言ってしまった。


「えーっ、そうですかー」


　渡辺は「ヤッタ」とバンザイをする。ふと、胸元に視線を落とし、「げっ」と叫んだ。


「うわー、カレーがあー」


　白いＹシャツに黄色い染みが点々とついている。


　今までなるべく渡辺を無視していた江森だったが、さすがに「急いで落とさないと駄目だよ」と助言をする。洗濯担当なだけに（というか、家事全般だが）こだわりがあるのだ。


「すぐなら、水でかなり落ちるから。帰ってからだと染みになっちゃう。洗面所で洗ってきなよ」


「はーい」


　元気に返事をして、渡辺は洗面所へと向かった。なにしろつい最近まで日曜日ごとに家事手伝いと称してお邪魔虫をしていたのだ、間取りは熟知している。


　洗面台に向かい、シャツを脱いで部分洗いを始めた。江森の言う通り、すぐに色は薄くなる。浴室の設定を乾燥モードにすると、洗濯機のそばに置いてあったハンガーにかける。ふと、渡辺の手が止まった。洗濯機の蓋の上にはバスタオルが広げられ、さらにその上には……。


「え？　なに、これ」


　サイズはどうみてもＳ。つまり。


「うわー、ぜったい柴田先生のだー」


　ほぼ一ヶ月前、花村に連れて行ってもらったショウパブが頭に蘇った。


「すごーい、こんなの穿いて、ムチとか持っちゃうんだ、きっとー」


　ぶってもらいたい、とまでは思わないが……。


「くすぐられるぐらいならいいかも」


　こっそりと指で表面に触れてみる。続いて大胆な行動に出た。


「くーっ、たまりませんー」


　一時間ほど前、江森が同じことをしたなど知るよしもない渡辺であった。


　上半身は下着のままでリビングに戻ると、渡辺は何食わぬ顔で柴田の隣に座った。


　柴田はなんとか食べ終えて、ウェットティッシュで口を拭いているところだ。


　渡辺は猫なで声で「しーばたーせんせいー」とすり寄る。


「う……」


　柴田はかなり引いたが、それでも「お返しはなにがいいんだ？」と訊いてみる。もちろん早期退散を望んでのことが天然系の渡辺には逆効果だ。


「うわー、先生、優しいっ」


　渡辺は目をきらきら輝かせた。


「じゃあ、じゃあっ、先生、今度一緒に行きましょう！」


「ど、どこへ？」


「花村さんに面白いお店、教わったんですっ。ショウパブなんですけどね。柴田先生の趣味にぴったりだと思うんですよ！」


「俺の？」


　所詮は渡辺の考えることは解らないのだ。どんな趣味だと思っているんだろうとは思ったがショウパブくらいなら許容範囲だ。柴田は「わかった」と答える。


「約束ですよ、絶対！　ゆーびーきーりーげんまんー」


　やれやれ、と江森は食器を片づけながら渡辺を見る。


（ま、いっか、ショウパブに飲みに行くぐらいなら。浩司さんと一緒に寝たいぐらいは言いかねないんだから）


　それでも「僕も行くよ」と釘を刺すのは忘れない。


「いいですとも、先輩もきっと好きになりますよ！」


　なんてったって、江森は苛められるのが好きに違いないのだ、と渡辺は目を輝かせる。


「三人で一緒に行きましょうねー！　うわっ、なんか３Ｐみたいっすねー」


　はしゃぐ渡辺を真ん中に、柴田と江森はやれやれと顔を見合わせる。


　その店にまさか縁があろうとはこの時点で知るよしもない江森なのであった。








次巻に続く！(to be continued)　　
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